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木曜日

匡罰

人
閉
そ
月
に
送
っ
た
米
国
の
ア

ポ
ロ
計
画
は
、
宇
宙
開
発
で
ソ
連

と
し
の
ぎ
か
}
削
る
冷
戦
時
代
の
産

物
だ
っ
た
。
だ
が

「ひ
と
つ
の
地

球
」
の
映
像
が
送
ら
れ
て
き
た
ま

さ
に
そ
の
瞬
間
、
そ
れ
は
、
ポ
ス

ト
冷
戦
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

一
回
筋
線
も
ベ
ル
リ
ン
の
壁
も
、

も
ち
ろ
ん
見
え
な
い
。
イ
デ
オ
ロ

平
l
や
経
済
体
制
の
違
い
で
東
西

を
陥
て
る
む
な
し
さ
を
、
み
ん
な

が
感
じ
始
め
た
。

一
九
六
0
年
代
後
半
、
東
西
両

附
営
と
も
、
そ
の
権
威
は
ぐ
ら
つ

い
て
い
た
。
米
国
は
ベ
ト
ナ
ム
で

実斤Eヨ毛主用

島

森

路

子

評

今
年
も
事
件
が
あ
い
つ

…
い
だ
な
か
、
中
長
期
の
問

…
題
を
論
じ
た
好
編
を
選
ん

…
で
み
た
。

第
一
の
ナ
イ
論
文
は
、
、

…
世
界
戦
略
の
基
軸
を
日
本

…
か
ら
徐
々
に
中
国
に
移
し

…
つ
つ
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
、

…
基
本
ス
タ
ン
ス
を
説
明
し

…
。
た
も
の
。
日
本
の
不
景
気

…
も
円
安
も
、

こ
う
し
た
底

…
流
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ

…
ぅ
。
第
二
の
加
藤
論
文
は
、

…
ほ
か
の
2
編
と
あ
わ
せ
、

『
敗
戦
後
論
』
と
し
て
出

…
版
さ
れ
、
話
題
を
よ
ん
だ
。

…
戦
後
日
本
か
ら
次
の
時
代

…
に
進
む
た
め
に
も
、
歴
史

…
の
主
体
を
形
成
す
る
必
要
が
あ

…
る
。
そ
う
語
る
加
藤
氏
の
論
は
、

橋
爪
大
三
郎
の
社
会
学
講
義
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先
進
国
の
盟
か
さ
そ
伝
え
る
情

報
は
あ
ふ
れ
で
も
、
自
分
た
ち
の

食
卓
は
相
変
わ
ら
ず
貧
し
い
。

ζ

の
落
差
が
怒
り
を
生
み
、
行
き
場

の
な
い
怒
り
は
テ
ロ
の
担
床
と
な

る。
途
上
国
は
ま
さ
に
現
在
、
人
口

増
加
の
さ
な
か
に
あ
り
、
教
育
水

準
も
次
第
に
上
が
っ
て
き
て
い

る
。
三
十
年
前
広
先
進
国
が
直
而

し
た
現
象
が
、
盛
か
さ
だ
け
が』除

い
て
途
上
国
民
も
及
ん
で
を
た
。

乙
の
い
び
つ
な
構
図
の
修
正
が
、

今
後
の
地
球
規
模
の
課
題
だ
ろ

う
。
(
談
川
四
八
年
生
ま
れ
)

『
社
会
学
問
州
議
』
に
入
る
前
の
、
文
字
辺

り
「
閉
山
授
に
は
い
る
前
に
」
と
閉
山
し
た
前
包

き
の
問
問
問
で
若
者
は
包
い
て
い
る
。
「
日
本

は
、
む
ず
か
し
い
切
所
に
さ
し
か
か
っ
た
と

思
う
」
。

お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
、
こ
の
時
代
を
生
き

て
い
る
多
く
の
人
の
実
感
だ
ろ
う
。
防
代
は
、

日
本
は
、
あ
き
ら
か
に
大
き
な
曲
り
角
高

が
っ
た
。
そ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
や

悶
悶
も
吹
き
出
し
て
い
る
。
が
、
そ
う

い
う

m悠
の
前
で
、
私
た
ち
は
手
も
な

」「

く
立
ち
つ
く
し
て
い
る
。
一
つ
ひ
と
つ

ト
・

の
事
態
が
、
き
わ
め
て
具
体
的
で
緊
急
二
々

な
っ
て
の
く
せ
長
則
的
視
野
を
含
ん
だ
)

』
r-

判
断
を
私
た
ち
に
求
め
て
い
る
。
に
も

P
1

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
判
断
と
決
断
が
一
作
目
凡

人
ひ
と
り
に
と
っ
て
容
易
で
は
な
い
。
平
日
』

政
治
家
や
官
僚
や
企
築
家
ゃ
、
あ
る
い

一
日

は
知
成
人
と
い
っ
た
国
の
リ
ー
ダ
ー
た

-一〈

ち
だ
け
の
問
問
で
は
な
い
.
そ
れ
と
同

A
9

臣

、

発

言

身

の

程

的

で

審

理

さ
し
な
ら
ぬ
悶
凶
に
な
っ
て
き
て
い
る
引
れ

と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
代
の
、
と
の
日
本
剖

mw

)
の
や
っ
か
い
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ぜ
、

L
Y』

日

こ

ん

な

こ

と

に

な

っ

た

の

か

。

守

週

四

二

年

間

に

出

さ

れ

た

謡

史

三

郎

巨

υ
の
社
会
学

m設
』
に
続
く
こ
れ
は
釘
二
、
っ

日
抑
な
の
だ
が
、
前
作
岡
町
出
乙
こ
で
も
橋

、

日
爪
の
「
霊
」
は
、
き
わ
め
て
明
解
で

し
一

月
筋
が
通
っ
て
い
る
。

と

⑤

ー

な

ぜ

、

臼

本

株

式

会
社
は
う
ま
く
い

本

日
年
か
な
く
な
っ
た
の
か
e

な
ぜ、

日
本
人

I
i

H
q
J

は
こ
こ
ま
で
自
信
を
な
く
し
て
し
ま
っ

rt

新
制
た
の
か
。
な
ぜ
、
日
本
人
は
自
分
の
位

ー
(
史
を
見
失
っ
た
の
か
。
過
去
の
台
湾
、
朝
鮮

E
宵
一
統
治
に
対
し
て
、
私
た
ち
日
本
人
は
ど
う
考

毎

ι一
え
れ
ば
い
い
の
か
。
窓
出
は
?
日
本
の
安

h
ν
9
会
初
聞
は
?
危
限
也
浬
は
?
大
学
(
教

l
l
 

n
u

背
)
は
?
私
た
ち
の
生
活
は
?

そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
命
問
、
本
質
的
で

岡
崎
に
ジ
ャ

1
ナ
リ
ス
テ
ィ

y
ク
で
も
あ
る

命
阻
に
、
著
者
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
向
か
い
合

う
。
問
問
の
も
と
も
と
の
と
こ
ろ
、
そ
の
依

っ
て
さ
た
る
と
こ
ろ
に
立
ち
返
り
、
そ
の
地

の
空
爆
や
残
虐
行
為
で
、
建
国
理

念
の
自
由
の
精
神
ま
で
問
わ
れ
、

黒
人
層
や
若
者
を
中
心
に
不
満
が

広
が
っ
た
。
ソ
連
は
チ
ェ
コ
の
自

由
他
そ
暴
力
で
し
か
抑
え
込
め

ず
、
マ
ル
ク
ス
ヘ
レ
l
ニ
ン
主
義

へ
の
疑
念
を
決
定
的
に
し
た
。

疑
わ
し
く
な
っ
た
権
威
に
代
わ
が
増
え
た
結
果
、
自
分
た
ち
の
世

る
も
の
が
見
え
な
い
。
い
ら
だ
ち
界
を
少
し
広
い
視
野
で
見
る
こ
と

を
強
め
た
若
者
た
ち
は
、
世
界
各
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。

地
で
異
議
申
し
立
て
の
運
動
を
強
見
過
ご
せ
な
い
の
は
マ
ス
メ
デ

め

た

。

ィ

ア

、

特

に

テ

レ

ビ

映

像

の

影

響

彼
ら
は
第
二
次
大
戦
後
の
ベ
ビ
だ
。
六
六
年
に
中
国
セ
始
ま
っ
た

l
ブ
1
ム
世
代
だ
。
人
口
増
加
の
文
化
大
革
命
で
の
若
い
紅
衛
兵
た

ゆ
え
に
、
激
し
い
競
争
を
強
い
ら
ち
の
動
き
が
、
パ
リ
の
学
生
た
ち

れ
な
が
ら
、
社
会
に
出
て
も
そ
れ
を
刺
激
し
、
そ
の
火
が
日
本
に
移

民
見
合
っ
た
処
遇
を
望
む
べ
く
も
り
|
ト
と
い
う
具
合
応
、
若
者
の

な
い
。
そ
こ
そ
と
の
豊
か
さ
が
生
運
動
は
連
鎖
的
広
広
が
っ
た
。

ま
れ
た
た
め
、
成
長
追
求
が
す
べ
少
な
く
と
も
先
進
国
で
は
世
界

て
だ
と
い
う
親
た
ち
の
価
値
観
を
の
一
体
佑
と
い
う
現
象
が
生
ま
れ

考
え
直
す
ゆ
と
り
も
生
ま
れ
た
。
た
。
国
際
標
準
の
行
動
様
誌
を
持

高
等
教
育
を
受
け
る
知
的
な
大
衆
っ
た
人
々
を
地
球
市
民
と
呼
ぶ
な

点
か
ら
、
現
在
の
悶
胞
を
わ
か
り
や
ず
く
僻

き
あ
か
そ
う
と
す
る
。
む
ろ
ん
、
乙
乙
に
全

て
の
笛
が
周
恋
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
私
た
ち
が
笥
を
見

つ
け
る
た
め
の
迫
筋
が
、

-Eた
め
の
狂
本

的
な
ス
タ
ン
ス
の
取
り
方
が
、
だ
れ
で
も
わ

か
る
言
誌
で
町
出
罰
さ
れ
て
い
る
。

社
会
学
者
で
あ
る
著
者
は
、
第
一
の
制
座

を
「
社
会
科
学
を
学
び
た
い
あ
な
た
へ
」
と

阻
し
て
、
社
会
学
と
は
何
か
、
そ
の
学
問

と
レ
て
の
歩
み
か
ら
解
き
あ
か
す
の
だ

が
、
-
玄
」
に
は
段
牙
の
応
(
古
い
コ
ト
パ

!
)
に
と
も
り
が
ち
な
学
問
を
、
現
実
の

私
た
ち
の
生
き
て
い
る
社
会
の
中
で
生
か

す
方
片
山
を
見
つ
け
た
い
、
そ
れ
が
で
き
て

5
て
の

H

社
会
学
H

だ
、
と
い
う
思
い
が

ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
と
り
わ
り
、
こ

う
い
う
混
沌
と
し
た
時
代
、
転
形
問
に
乙

そ
、
出
悶
は
学
問
と
し
て
自
己
完
結
す
る

の
で
な
く
、
む
し
ろ
間
代
を
リ
ー
ド
す
る

形
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
仰
さ

(
役
立
ち
方
)
を
し
て
ほ
し
い
。

だ
か
ら
こ
れ
は
、
ま
る
で
学
生
に
与
え

る
旬
と
い
っ
た
体
殺
は
取
っ
て
い
る
が
、

突
は
、

a
b
A『
目
的
な
、
さ
ら
に
い
え
ば

来
来
的
な
、
乙
の
日
本
と
い
う
国
を
附
加

し
て
い
く
た
め
の
手
が
か
り
を
と
も
に
考

え
る
た
め
の
愉
考
鍛
で
あ
る
。

「
現
代
の
日
本
人
は
、
れ
神
的
に
来
烈

で
あ
る
。
そ
う
思
え
て
住
方
が
な
い
。
そ

れ
は
、
一
人
ひ
と
り
の
入
信
の
な
か
に
、

悶
人
と
し
て
の
自
己
と
、
間
民
と
レ
て
の

自
己
と
が
、
組
立
し
て
存
在
レ
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、

両
者
を
関
係
づ
け
る
は
ず
の
限
史
を
わ
れ
わ

れ
が
見
失
い
、
個
人
と
国
民
を
同
時
に
自
己

の
な
か
に
抱
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
で

い
る
か
ら
で
あ
る
e

隠
史
舟
」
失
う
と
い
う
こ

と
は
、
文
化
を
矢
い
、
間
家
を
矢
い
、
人
間

の

n
mを
失
う
と
い
う
こ
と
な
の
だ
」

い
い
か
え
れ
ば
、
乙
れ
は
、
も
う
一
つ
の

日
本
人
倫
で
あ
り
、
ま
と
も
な
白
木
人
に
な

る
た
め
の
入
門
円
、
と
い
っ
て
い
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

ら
は
、
六
八
年
は
彼
ら
の
登
場
が

明
ら
か
に
な
っ
た
年
だ
っ
た
と
も

い
え
る
。

ζ

の
三
十
年
間
は
、
こ
う
し
た

現
象
が
よ
り
顕
著
に
な
っ
た
時
代

で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急

速
な
普
及
は
一
体
佑
そ
加
速
さ
せ

る
。
で
は
、
地
球
市
民
は
今
後
増

加
す
る
か
。

気
に
な
る
の
は
、
途
上
国
の
、

こ
と
に
若
者
に
最
近
目
立
っ
て
い

る
い
ら
だ
ち
だ
。
問
題
は
、
い
く

ら
で
も
コ
ピ
l
の
で
き
る
情
報

と
、
簡
単
に
は
増
え
な
い
モ
ノ
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
に
あ
る
と
思
う
。
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がその執行に責任をもっ行動を調整しておくものですよ、事前にね。当事者ーがそれはやればいい

。当事者の権限内ですよο

そこでシピリアンコントロールということが非常に重要で、す。米軍の作戦計画というのは、実
行するしないを含めてすべてアメリカ連邦政府によってコントロールされ・ている。自衛隊の行動
は法律及び指揮権によって国会や内閣のコントロールを受けている。だから、作戦計画は本人が
作る。それを執行するかどうかは両国政府が責任をもっ。そういう体制になっているわけですか
ら、何の問題もないわけです。なお、この作戦計画を実行するについて、関連の法律を改正しな

ければならないでしょ。それができなければこのガイドラインは効力をもたないでしょう。両国
の議会を経るではありませんか。それが成功しなければこのガイドラインは否定されたことにな

る。
理屈から言うと、国会の中でガイドラインに反対している人が大多数いるなら、これはガイド

ライン練り直しです。問題は、政府与党内部に国会の過半数を占める人たちがいないということ
なんです。あとは数合わせ。
何か言うとすぐ反米ということになるけど、それは日本人の悪い癖で、あって、それこそ一種の

病気だ。
ガイドラインというのは戦争準備ですね。戦争準備というのは戦争を抑止する力があるわけで

す。戦争を始める側からすると、相手が戦争準備をしないことが極めて望ましい。相手が戦争準
備をしていれば相当の覚悟が必要ですね。だから、アメリカは戦争を準備する必要があると考え
ていると思います。そういう意味で、抑止力を期待している。戦争準備が正常にできないような
状態が日本の内部でできあがったならば、っけいる隙を与え、戦争の危険を高めると思いますか
ら、もしこれで何かあれば大変な責任問題になると思いますね。

全く情勢認識ができていないんじゃないでしょうか。
(和戦両様で行くべきだとも書いていたが)それは、相手によるわけですが、あわよくば戦争を
しようと思っている相手の場合、戦争をしたらならばこうなるということを、準備しつつはっき
り示さなければ平和を追求できない、ということです。これはヒットラーとチェンパレン、チャ
ーチノレの関係がそうですし、まあヒットラーの場合は多少戦争準備をしたからといって果たして

どうなったかという問題もありましたが、北朝鮮の場合にはやはりそうだと思います。
日本が開戦したときのことを考えても、米国は脇腹をあけた。ホノノレルに軍艦を集めた。特に

戦争準備をしたということではないのですが、そういう誤ったサインを送ってはならないという
ことです。
ガイドラインが日本国の中で取り立てて問題もなく受け入れられ、法律も)1頂当に改正されて前

よりは自衛隊と米軍の協力体制が整う、北朝鮮にとってはこれは戦争の重要な抑止力になります

。正面から戦い、抑止力になる勢力というのはこれは米軍です。中国軍もかなり強力ですけれど
、北朝鮮に正面戦争を挑むような構造になっていない。地形や兵器から言って。だから米軍なん

です。米軍が作戦行動をとるには作戦基地が必要ですけれど、韓国は戦場になってしまうんでち
ょっと無理。在韓米軍は侵攻をくい止めるのに精いっぱい。韓国民を守るのに手いっぱいでしょ
う。北朝鮮を攻撃する作戦行動をとるという意味からいえば、沖縄を含むニッポンというのが一

番重要なわけです。そういう連携がとれるという保証が戦争を抑止すると、アメリカは考えてい
ると思います。それは軍事常識というものでしょう。
(北朝鮮に対して旧護憲派はすることはないのだろうか)何もしない方がいい。黙っている方が

いい。へたに金丸田辺訪朝団みたいのが行ってあらぬことを言ったりするとえらい迷惑ですから
ね。何も しない。食料援助はアメリカと相談したらいい。 日本人妻の問題とか、これは日本人の

人権が外国の政府によって著しく脅かされて、へたすると千人か二千人くらい収容所に送られて
虐殺されたわけですから、そのことをほっといて、あるいは現在いる日本人妻をおいといて食料
援助してしまうのは、優先順序としておかしい。確かに、人道的な問題ではありますけれども、
この問題に対する第一責任者は北朝鮮政府なわけですよ。北朝鮮政府にすべての鍵がある。彼ら
が政策を変更しないのに、外国が食料援助をしてこの政策を変更できると考えるのはあまりに楽
観的すぎる。

日本が確実に救済できる権利をもっているのは五千人ともいえる日本人妻。それがひとつの突
破口になって他の収容所の問題とかいろいろな問題に波及していくことも考えられる。それ以上

橋爪様 朝日新聞学芸部村山正司
以下が、先日のインタビューのテープおこしです。私の質問や雑談部分ははしよっていますが

、あとはほぼご発言のままおこしてあります。
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(議論が盛り上がらないのはなぜか)ガイドラインとは何かというのがわかっていなし、からだと

思う o 国民のところで、作戦計画であるということがよくわかつてない。
作戦計画の意味は、まず日米安保条約というものがあって、これは軍事同盟条約ですね。日本

から言えば、米軍が日本を守ってくれるという話です。しかし日本には自衛隊がある。そうする
と、外敵の侵攻があった場合、共同で守ることになりますね。共同で守る場合、烏合の衆になっ

てはいけないのだから、共通の作戦計画があり、共通の司令部があり、共通の補給や後方支援が
あるわけです。こういう実際の作戦計画があって、条約はその効果をあげることになります。

だから、実際に戦争が起こったらこういう風に分担するのだぞ、ということを書いておくガイ

ドラインというのは、条約を裏付けする上でとても大事なのものなのですね。
ガイドラインがなければ日米安保は紙切れ。ガイドラインが変われば、日米安保の機能、アメ

リカが日本を守る守り方が変わるということになるわけです。ですから、ガイドラインはそうい

う意味で重要です。
(安保をめぐる昔の議論はどうなったのだろう)昔の議論は、私は決着がついたと思う。議論

はふたつあって、憲法と日米安保条約が両立するか否かという問題、これは実は私は両立しない

という立場ではあるけれども、事実として憲法も効力をもち、日米安保も効力をもっ、と政府も
考え、それでやってきたんだから、事実問題として両立していると考えざるをえない。そういう
意味で決着しました。次に、日米安保条約が平和をもたらすのかどうかという論争があった。こ

れにはふたつあって、戦争になってしまうのではないか、アメリカは戦争をしがちである、アメ
リカが戦争をすると日本は巻き込まれる。という考え方と、日米安保条約はアメリカという強い
後ろ盾を得て、 日本は決して戦争に巻き込まれないのである、という説とあった。どっちが勝利
をえたか。火を見るより明らかで、論争以前に事実が証明してしまったわけです。日米安保は、
平和に貢献した。五十年間戦争がなかった。つまり、論争しようにも歴史が証明してしまったわ
けです。安保が憲法違反だというなら、日米安保があると戦争になるという議論をしようと思っ
たら、この五十年間の歴史を逆に回さなければいけない。そんな論客は日本にはいません。だか

ら議論ができないんだ。それだけのことだと思う。
逆さまに回すというのは、この事実が全部なかったことにして、全くの偶然であり幸運であっ

て、本当は戦争が起こるはずで、あった、とそういうことを言わなければならない。安保があった

から、ではなく、あったにも関わらず、偶然で平和だったと言わなければならない。安保がなか
ったほうがよかったといわないわけだ(?)。でもそれは私には詣弁に見える。だからだれもそ

んなことができない。だから論争がない。
日本国民は現状に満足していますね。ところが、ガイドラインの見直しというのは現状の変更

であるわけです。ここがわかっていない。論争が起こらない理由は、冷戦時代の日米安全保障条

約の効力にみんなが満足したから。しかし冷戦が終わった今、ガイドラインが見直されて現状を
変更しようとしているわけ。日米安全保障条約はそのままだけれども、日米関係はこれで変質す

る。そこがわかつてないから論争が起こらない。
(条約改定で、なく、ガイドライン改訂優先なのは、筋としてそれでいいのか)問題ないと思いま

す。まず、日米安保条約は、条約ですから日本を拘束します。この場合には批准という手続きが

必要です。国会でそれは済みました。次に、このガイドラインに先だって、日米共同宣言という

のがあったでしょう。共同宣言は、その精神において日本政府の行動を拘束し、従って日本国を
拘束します。共同宣言にはねえ、しかし条約に準ずる効力があるけれど批准という手続きがない
。これがどうやって正当化されるかというと、その政府の正当性ですね。つまり、総選挙によっ

てその政権が引き続き維持されている。あるいは国会で不信任案が可決されることがなかった。

つまり、共同宣言が信任をえて効力をもっているという意味です。
それを現実化するためにガイドラインというものが出た。ガイドラインというものは作戦計画

ですね。戦争の準備です。戦争を執行する担当者はだれですか。軍、自衛隊です。関連する部局
として外務省もある。本質的に言いますと平時であれば外務省、いったん事あれば米軍と自衛隊
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の関係の打開というのは北朝鮮の最高指導部がどのように判断するかにすべてかかっていると考
えるので、民間でできることには限界がある。むしろこちらが一致結束しているということが非
常に重要なので、結束しないで、間違ったサインと取れるようなことを民間や別のルートであま
りやるというのはまずい場合がある。もちろん人道援助したい場合があるのはやまやまなんです
が、政府が崩壊した場合の難民とは違うのですから限度があると思っています。

アメリカと日本では全く違う。日本には何にもできない。やってはいけない。アメリカはこの
問題の当時者ですが、日本は当事者ではない。韓国と安全保障条約を結んで、いるのはアメリカだ

し、韓国に駐留軍をおいているのはアメリカだし、朝鮮半島で作戦行動ができるのもアメリカで

す。日本はそのいずれでもないでしょう。何もやっちゃいけない。
もうひとつ、カーターが数年前の危機で出ていけたのは、金日成が健在だったからです。あの

とき、金日成グ、/レープと金正日グループというのがあって、少しラインが違った。その聞に矛盾
があった。金日成は戦争をすることもできるが抑止することもできた。権威であり、パワ)だっ

た。だから交渉の当事者でありえた。ゆえにああゅう外交が可能だった。今は違う。今は金正日
の当事者能力が疑われているわけだから、そのこと自身が危機であるわけで、金正日を当事者と
想定する外交が不可能になっているわけね。さらに、ここに危機が深まっている標本的な理由が
あるわけです。もし、金正日が総書記になり、国家主席になっているならば、現状よりは一歩前
進ではある。現在は、日本に当事者能力がなく、先方に当事者能力がないのだから、何をやって
もだめというか、悪くなる。そういうのは戦場をうろちよろしている子犬の類で、あって、弾打て

ば当たるところに出ていくべきでない。大変にアメリカに不信と反感を与えるばかりですね。日
本が単独で何かできると考えるのは、朝鮮半島の状況を理解していないということですね。日本
にできることは、日本プロパーの問題。桂致された人に対する問題、日本人妻の問題。日本主権
プロパーの問題をその限りで要求することだと思いますね。当然、全体の流れをにらみながらや

らなければならない。
(新ガイドラインが日米関係を変える、とは)根本的な変化は、アメリカから見て、日米安保条

約というのは手段であった。ソ連に敵対するための。ところが手段ではなくなって今、目的にな
りつつあるんですよ。なぜならば今、軍事同盟というのは仮想敵国とパラレルになっているもの

でしょ。ソ連の軍事的脅威に対抗するものでしょ o ソ連が解体してその敵対性を著しく弱めてし
まって、何のための軍事同盟なのかということになってしまった。新しい情勢の中で、ソ連に代
わる東アジア地域の脅威というものがあれば、安保再定義、もう一回意味を与えることができる
。そこで格好の権威主義的軍事的独裁国家、つまり北朝鮮というのが見つかったわけだ。これは

安保が生き延びるための仮の姿ですね。表面上脅威が存在する、ゆえに軍事同盟が必要というわ

けだ。
ところがここに問題があって、北朝鮮の脅威とは永続するものとは考えられない。地雷条約の

ときに、アメリカが持ち出した年限、 7年だとか9年だとか、 10年までいってない。つまりそれ
以内にカタがつくと見ていると噂がたつた。つまりそんなもんでしょ。しかし、安保条約という
のは10年初年というタ)ムのものでしょ。そうするとこの条約自身が東アジアの平和と安定に寄

与するという性格付け、保証が無くちゃいけないわけだ。前は東アジアの平和と安定というのは
ソ連のちょっかいによって乱されることになっていたけど、今は北朝鮮のちょっかい、それに中

国の存在によっているわけですね。
そこに韓国そして日本が、アメリカ軍のプレゼンスを要求するということになっているわけで

す。アメリカの国益に結びつくかどうか。米軍がいるといいというのは日本や韓国の都合で、あっ

てね、アメリカの国益になるかどうかは全く別の話です。だけどアメリカは国益になるとこれを

理解したわけです。それにはふたつの要素があって、日本と同盟を結ぶことによって日本の政治
的軍事的独立を牽制できるということ、日本はアメリカに対する潜在的ライバルなんですが、こ
の芽をつむことができる。これが国益の第ーです。第二に、もっと大きな国益は、これは九十年
代から出てきたことですけれども、中国が予測のつかない形でアメリカの政治的経済的軍事的国

家として出現することがほぼ確実になった。
そうすると、中国を牽制する手段をもっているということがアメリカに必要になった。ひとつ

はそれは軍事力。中国を戦略正面として、中国の至近距離に軍事拠点を置いておくというエクス
キユ)ズが必要になった。それは韓国であり特に日本なんですが、日本に基地を置く合理的な理
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曲、これが将来再び冷戦型の安保を手段とし中国と敵対するというこういうものに変質しつつあ
るその移行期なんですねο 第一の日本を牽制するというのは安保自己目的、 二番目ははっきりし
ていない、潜在的に進行しているプロセス。新しい冷戦ですね。
ただ、これが古い冷戦と大変違った様相を見せると思うので、その話はまた後に。
第一の点より、第二の点が最近登場しているわけですね。これは「日本使い捨てJの可能性が

ある。日米安保というのがもし中国を牽制する手段であるならば、中国を牽制するもっと効率的
な手段が手には入ったり、そもそも中国を牽制する必要がなくなれば、日米安保は用済みになる
。つまり使い捨てですね。

ガイドライン下の日米安保条約の仮想敵は中国である。テンポラリーには北朝鮮。長期的には

中国にも対応できる、中国を正面敵としているものなんですね。そ して周辺有事は台湾を含むの
ではなくて、台湾こそ周辺有事。これは大変大きな抑止効果をもちます。空母が二隻行くだけで
はなくて、沖縄などから長期的な航空支援があり、制空権を取る見込みが全くない。これで台湾
にわたることはほぼ不可能になる。

中国側のミサイル攻撃というのはありますが、北朝鮮にもノドンがあるので、弾道弾に対する
攻撃、 TMDをやろうということになってますが、中国のロケットもだいたい同じものですね。

台湾を武力で掌握するという可能性を抑止し、中国軍がどのように装備を近代化しようとも、そ
れを上回る武力を前線配備しておくんだぞと、アメリカにどこまでその能力があるのかはちょっ
とクェスチョンがつくけれども、一応そういう体勢をいまとり、今後10年くらい維持すると、い
うことが非常に重要だとアメリカが判断した、ということだと思います。自の前にピストルをド
ンと置いて中国と対時するというわけだ、日本はそのピストルだ。

ということは、中国との平和的安定的関係をアメリカが大変重視しているということなんです
よ。だから同時に貿易攻勢をかけている。ところが一方で人権を審理する国際裁判所を設置する
という中国に対するいやがらせのようなこともやる。多角的なゆさぶりですね。

ここから先は中国がどう動くかという読みになるわけですけれど、ソ連と中国の根本的な違い
は政治と経済の関係にあります。郡小平以後の中国は、経済的に見てアメリカと異なるところが
非常に少ない。むしろ資本主義経済を指向しているわけですね。国営企業の整理なんかはサッチ
ャー主義みたいだ。新保守主義ですね。政府を小さくしているわけですから。

ところが、政府の内実がこれを主導しているリ}ダーが共産党であり、一党独裁的政権であり
、大変に政権的にアメリカと違う。そもそも両立するはずのないものが両立しているというとこ
ろにアメリカと相いれない価値観、文化的背景、歴史、民族が背景にあるわけですね。

この経済と政治のアンバランスがいつまで続くか。続かないとアメリカは見ているわけですね
。アメ リカにとって一番ハッピーなのはいわゆる中国の「和平えんべんj 、経済と政治体制の矛

盾が深まって、マルクスの予言によれば下部構造の生産力の発展にともなって上部構造が変化す
るという必然をたどるということでしょう。そのときまでもてばいいんです。その上部構造が変
化する瞬間に危機が訪れるわけだから、その時まで圧倒的軍事的優勢を維持しておくということ
が今回のガイドラインの射程だと思う。そこを乗り切って中国が民主化されたら、米中安全保障

条約というものが最優先課題になる。そのときには日米安保は用済みだ。その米中安保を確保す
るための捨て駒なのではないかと、いう気までするわけですね。

これは日本にはアメリカはそう言わないし、中国にもそういわないし、奥の奥にかくしてある
本心ですけれども、流れから見ればそういう可能性もある。

(問題は、台湾をめぐってその前に紛争がおこってしまうこと)あってはならないことなんです
ね。それは日本に対する戦争を闘った国民党とその後継政権に対する信義の問題や、台湾が独立

した民主国家であるということや、台湾の経済力などからして、台湾を放棄するという選択は、
アメリカにはイデオロギー上有り得ない。共産党中国が台湾を侵攻することを見過ごすことはで
きない。もし、共産党中国が民主中国になれば、台湾を侵攻することはありえない。わけですか

ら、民主化が起こるまでの10年か20年をしのげばいいということになる。そこまでは全力でしの
がなければだめです。もしそこまでに台湾で武力衝突が起こった場合、アメリカと中国が和解す

るということはなくなる。戦争は必至になる。しかし全面戦争になれば、かつての全面核戦争と
閉じく被害は甚大ですから、そこまでは思いとどまる。ということになると新しい冷戦になる。
そのときに日本はアメリカ側につかざるをえない。それ以外の選択はない。ヨ)ロッパもアメリ
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カにつく 。ということは中国はほぼ孤立する。これは中国にとっても最悪のシナリオです。です
から、中国の指導部の合理性が機能している限り、こうしづ選択は防がれる。アメリカにとって

も最悪に近いシナリオですね。
台湾独立派というのは中国にとっては目の上のたんこぶでありますね。しかしそれが適度にコ

ントロールされている限りにはアメリカには有利。なぜならば大陸における独立派、民主派を、
勇気づける。中華民族の一部分が民主国家になっているということは、かつてアジアの一部が資
本主義として成功していて、ソ連の鼻先にぶらさがっていたことがソ連のペレストロイカを推進
したことのような意味がある。来るべき中国のショーウインドウとしての役割を台湾に果たさせ

ることが重要なわけだ。ショーウインドウをたたきつぶされてはいけない。
(民主中国になるにはどれくらいか)ひとつは国営企業の整理がどこまで進むかという問題です

o 産業部門で考えると、農業、工業、三次産業とあって、農業は社会主義集団化などということ
はほとんど意味がなく、個人経営で十分だと証明された。三次産業も同じです。工業の大部分は

国営で営まれていたし、都市人口のほとんどが工場、いわゆる単位という生活共同体に再組織さ
れていた。そして共産党は農村から始まったけれども、都市の工業を掌握しているということが
、軍を掌握していることとほとんど同じなんですけどね。その存在基盤になっていた。ところが

これが資本主義化、経済体質の強化に向かつて大変な財政赤字を生み出すことになっているから
整理せぎるをえない。整理すれば失業者の群、反共産党運動がおこります。そこで時間をかける

ことにしたわけだ。時間をかけるとはいえかなり急速にすすみつつある。今のテンポだとあと10
年くらいでほぼなくなると思う。過去10年間で、国営企業の工業生産に占める割合は 7，8害IJか
らすでに5割を切って4割から 3割にならんとしている。劇的変化でしょ。それだけ生産性が低
いし、操業停止に追い込まれているところも多いわけですね。だけど、資本設備ですからこれが
で商品化されれば、リストラができる可能性がある。その資本をど、こからもってくるかという問

題があったんですけれども、資本もなんとか株式市場ができて調達できる見通しがついてきた。
アメリカはこれを支援するのに否応はないはずです。アメリカにとって資本主義的経済部門が強
化されて国営企業が解体されることはまさに国益にかなうことなんですから、足りない資金は外
資として援助されるようその環境を整えるはずだ。とすれば、国営企業がなくなった段階で、共
産党の存在理由は実はなくなる。ある中国の学者が出した見方で面白いと思ったのは、中国共産
党ははたして労働者の見方なのか資本家の見方なのか。はっきりいえない。もし労働者の見方だ
とすると、指導部、経営者は共産党を支持しなくなる。もし、経営者の見方だとすると労働者が
支持しなくなる。だから、資本主義経済は経済合理化がするんでいくとそういう経済矛盾がおこ
ってきて、共産党の基盤が堀崩されるのではないかという分析を示していて面白いと思いました
。労働争議などに対して大変対応しにくい。

もうひとつ、農村の民主化が大変進んでいる。村とか県のレベルで、投票により、複数候補で
村長などを選ぶという底辺、草の根民主主義が進んでいる。これは私は準備だと思う。普通選挙
みたいにいっぺんにやるんじゃなくて、農民の政治能力を高めておかなければいけないという政
府の配慮だと思う。中国に必要なのは統ーなのであって、複数候補者が選挙で選ばれるという こ

とは選挙とは無関係だと考えてるんじゃないですか。みんな共産党なんだけど、複数候補者なん

だな。でも人が違えば政策は違う。
そういう複数の筋書きが着々と進行しつつある。だから、複数候補による選挙であらゆるリー

ダーを選ぶということが中国の文化に根付き、国営企業が解体されてほとんどすべてが私企業に
なり、労働市場、資本市場が完全に成立した暁に共産党のやるべきことはない。ゆえに民主化は

(?)と考えられる、普通はね。ここで中国のナショナリズムとか反米意識とか民族独立問題と

かがからんで、民主主義的でありながら独裁国家になることがありうる、たとえばナチスとかね
。そういう 可能性なきにしもあらず、ここはまだ分析しておりませんがアメリカとしてはそうい

う民主化を期待している。
そういう国際戦略というのを機軸にしてこのガイドラインを考えようとしているわけですよ。

そういう ことをわからないといけない。
(国内の法整備で具体的な問題が出てくるだろう)それは、戦後体制の欠陥といえば欠陥なんで

すね。戦後体制というのは戦争をしないという建前で、作つである体制なんで、すから、それで戦争
をしようと思うから難しいわけだ。どういう風に難しいかというと、とりあえず二つあるでしょ
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う。ひとつは自衛隊が軍でないという考え。装備から見れば軍に見えるけど、法律上軍でない。
だから国外で作戦行動することができない。もちろん外国に進軍したり占領したりすることはで
きない。国内で軍として超法規的に振る舞うことができない。東京とか北海道で敵軍が上陸して
進軍中である。このときにいちいち地主にあいさつしてはいられない。これが軍隊というもので
す。そうしづ権限がある。ここの私権者に対しては被害を及ぼすかもしれないが、外敵を排除し
て国家の独立を守り 、国民の声明財産を守るという大きな公益のために活動中であるからして、
私権に公益が優先する。これが近代社会の常識なんで、すね。どんな国の軍隊でも作戦行動中に超

法規的に振るまえる権限を持っているはずです。もちろん無視されり軽視されたりしても私権は
私権ですから、国家に対する補償請求の問題はおこるけど、私権を優先して軍隊の行動を制限す

るというもんだいではない。ところが自衛隊にそれができない。できるようにするには関連の法
制を整備しなければならない。自衛隊が軍隊であるということを含むわけだ実質的に。

これがいかにも苦しい。
もうひとつ。軍隊をもっていれば、個別自衛権ならず、国家の政策によって集団的自衛権をと

るのは当然のことです。当然であるという理由は、社民党なども喜んで持ち上げている国連が、
これを当然の事実として認めていますね。 NATOはそうです。東アジア地域にNATOに類す
る集団的自衛権機構が成立していないというのは歴史的事情によるもので、あって、そもそもそれ
が禁止されているからではないんだ。それからさらに考えてみると、第二次大戦でファシストと

日本の同盟軍をうちまかして連合軍が勝利をおさめて戦後の世界秩序を建設しているわけでしょ
。戦後の平和は、連合軍のおかげだ。その内実は集団的自衛権の行使でしょ。この意味で集団的
自衛権は二重三重に承認されている。も し軍隊があれば集団的自衛権を行使して米軍と自衛隊と
いうか日本国防軍が対等の立場で共同の作戦行動をとるわけですね。

ところがそれが法制上とれない。だから海外においては正面作戦行動は米軍が担い、それ以外

を日本軍が担うことにして、うまく線引きをした。これは不自然なことでね、こんなことはやら
なくていいんだ本来。作戦上の必要とは無関係に、憲法上の問題としてそういうことを行ってい
る。これは米軍の日本に対する配慮ですね。本来、法律抜きでもかまわないところ、個別の法律

を逐一改正して、自衛隊が通れるようにしておかなければならない、というわけだ。
(集団的自衛権と集団安全保障について)もし、集団安全保障があるから集団的自衛権などとい
うケチなものがいらないんだというのであれば、それは集団的自衛権よりはるかな高度な暴力行
使だ。自分の自衛と全く無関係に、国連軍の名前で第三国がどの主権国家を攻撃しでもかまわな
いという考え方でしょ。当然のことながら軍を持たなければならないし、参謀本部に加わらなけ
ればいけないし、どんな戦闘行動も行わなければならない。仮に自国を攻撃するという命令でも
やらなければだめだ。そんな根性ある人いますか。

大国同士が争おうとしているときに、集団安全保障なんて無意味です。もしその大国が排除さ
れているんだったら、束になってもかなわないだろうし、もし排除されてないんだったら拒否権
を使って国連軍の成立を阻止するだろう。いずれにしても動けない。これは歴史が示したことで
しょう。実際に機能した単位はワルシャワ条約機構とかNATOとかそういうものだった。ある

いは個別の集団安全保障。
現実に立脚する限り、集団的自衛権は論じ得ても、集団安全保障は論じ得ないと思いますね。

国際社会の中で機能してないんだから話にならない。現実問題として。
仮に機能しているんだとしたら日本は軍隊をもたなければいけないから憲法を廃棄しなければ

ならない。
(関連法規の整備の苦しさ)苦しいけど、やらなくちゃいけないんじゃないの。これでつじつま

を合わせようと考える限り。私は、結論から言えば、日本は自衛隊を軍と認め、九条を改正し、
集団的自衛権を認めるのが一番すっきりすると思う。ただそれにはね、シピリアンコントロール
の原則とか、国民が軍事問題について必要にして十分な正確な知識をもっとか、多くの前提条件
がないと、心配な面がある。そういう条件が必ずしも満たされていない現状では、日本は憲法を
口実に、自衛隊は自衛隊のままとして、米軍のあとからおどおど付いて行く、という現状の方が
分相応かもしれない、そう思う。
(そのシピリアンコントロ)ルのためには何が必要か)作戦というものと、いざとなったらどう

戦争するかというマニュアルと、戦争するかしないかという意思決定は全く別であって、独立の
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ことだというのを国民が理解する。日本国民が考えているのは歯止めが利かない、ずるずる論と
いうものです。その前提をいろいろ考えてみると、軍人が戦争をしたがっている、作戦計画を立
てる と実際に戦争がしたくなる。こういう仮定がある。大日本帝国はそうだったかもしれない。
しかし、近代的な軍隊はそうではないんだ。作戦計画を立てたもののうち、9g. 9パーセント
は実行されない。戦争はおこらない。仮におこなわれたとしても、残りの作戦は相変わらず引き
出しにしまわれたまま。政治的な外交的な理由によって、国家の意思決定者がそういうふうに決
定した、それが国益になると考えた。その場合に始めて戦争はおこる。極めて戦争は起こりにく

いの。これはアメリカの常識ですね。
アメリカが戦争の常習犯として理解しているのは透明度の低い園、独裁国家。民主的でない園

、これが脅威であると。そういう国が高度に産業化を遂げた国があぶない。ナチスや日本やソ連
を見ていてそう思った。だから、日本が再軍備すること、そのことはあまり危険でない。彼らか
ら見れば。日本が十分に民主的であり、当事者能力を備え、戦争の可能性と危険性をよく理解し

ている、そういう文化があれば何の問題もない。現在においてイギリスがフランスの軍備を脅威
と思わず、フランスがイギリスを脅威と思っていないのと同じ。それは同盟があるということも
あるけど、しかし、引き出しを開ければ、 NATOが解体された、イギリスがフランス軍に侵攻
してくる、こういう作戦計画をたてであるはずです。あるいは、立てでなければならない。
だから自衛隊も、日米安保条約が解体された、アメリカ軍が攻めてくる、ほとんどふせぎょう

がないけれども、その場合どういうことが起こって、何日でせん滅されて、いつ降伏するか、そ
ういうことが作戦計画として立てられていなければならない。作戦計画を立てるというのは一応

考えてみるということです。その通りに実行するかどうかは政治家が決めることです。このスタ
ンスが明確でないということは憲法論議や自衛隊をめぐる論議が非常に幼稚で未熟なレベルでぐ

るぐる回っている。
ここに非常な危険があるわけだ。これだけの装備、人員を備え、軍隊に準ずるものをもってい

る社会、国家として、あまりに意思決定能力がない。意思決定というのは情勢を正しく認識し、
とりうる手段とその結果について十分考え、そして熟慮の上最善の行動を下すということでしょ

。そういう能力がないんだから、情勢を認識せず、取りうる手段についてあまり考えず、とった
手段の結果もあまり考えないまま希望的観測に基づいて決定をくだすということになると、それ

が戦争になるということはありうるね。
ただ、私はリアリズムが政治や外交の基本になければならないと考えるし、リアリズムがいつ

の場合でも最善だと思う。リアリズムに立脚するということがこの場合にも大事だと思う。
(ではいかにして近代的な意思決定能力を蓄えうるか)国会の委員会できちんと議論することが

大切でしょう。つねに勉強会を開くなり、議員が自衛隊に質問をするのも従来のようなやり方で

はなく率直に意見交換をする。有識者を招いてフランクな討論をする。こういう場にするのがい
いんじゃないかな。絶対平和主義の議論があるならそこでやればいい。
(戦争はこりごりだという国民感情が強くあるのではないか)現状をそういう国民感情がはびこ

っていることは認めるが、それは歴史的産物ですね。誰かがいっていましたが、愚か者は経験か

ら学び、賢者は歴史から学ぶ。われわれは経験から学び、軍などがあると戦争になってろくなこ
とにならない、軍がなければいい、と思ったわけだ。しかし、歴史を見るとそうでもないわけね
。それは認識によって改まると思う。こういう今の日本の普通の感情や考え方が、近代市民的で

ないということを自覚したほうがいい。アメリカ的でもないし、フランス的でもないし、イギリ
ス的でもない。市民というのは、個人の利益、欲望、人権と呼んでもいいけど、だれにも制限さ
れない反面、公的義務、公的人格というものをもっているでしょ。それが国家という形をとって

国家に対する忠誠という形になるかどうかという問題はあるけど、それ以前に国家があるなしに
かかわらず、公的レベルパブリックなレベルというものがある。パブリックのレベルで、は義務、
デ、ューティというものがある。弱い者がいじめられていたら助けなければいけないとか、人のも

のをとっちゃいけないとか私的な利害と公的なものがバランスしているところに道徳がある。そ
こから名誉とかいろんなものが生まれてくる。こういう行動様式のセットというものが人格類型
というものですけど、日本の場合、そこから著しく外れていると思う。まず、公的なものが国家
に対する服従や従属に媛小かされてしまった。それを否定するあまりに自分の欲望のみに忠実で
あり、国家とは無関係であることがよく、国家については考えないのがよい、こういう態度が流
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布してしまった。国家には当然、軍や外交を含みますね。そうするとどうなるかというと、外国
ではこれは子どもと呼ばれる。 自己主張のみあって責任がなし、から。これは人間の数に入らない
。戦争もできない。もちろん責任も問われない。こういう扱いを受けているわけです。

国際社会の中でこれは大変な不面白 であり不名誉であり恥です。許されたのは敗戦国であるか
らです。日本は潜在的には警戒されていた。高度な産業を組織し、極めて短い期間のうちに軍備
をなしとげて、予想を上回って中国ロシアに勝ち、アメリカと絶望的な戦争を四年間も闘って、
なおかっ原爆を落とされるまで降伏しなかった。こういう強靭な国家、強靭な民族であるわけで
す。警戒されていて、このようなナショナリズムが育たない、市民感覚が育たない状態でよしと
されてきたわけ。しかし内心で軽蔑されているでしょう。この不名誉な感覚に気づかなければな
らないと私は思うんですね。市民社会が再生するために。市民社会には公的な感覚、義務の感覚

を取り戻す必要がある。
もし、それを反米という形で表出したり、反国家という形で表出したら恥の上塗りでね、幼稚

でありながら幼稚であることを認めないという態度だと思う。
国家のことを考えなくていいというのは実は国家に非常に深くとらわれていることだと私は思

う。国家のことを十分に考えていれば国家は個人にとって選択の対象になる。国籍を捨てようと
か。なぜなら論理的に考えて個人が先にありあとから国家を作ったんです。ひとりひとりがそう
いうふうに思っていれば国家は選択の対ー象になるし、個々人が国家に対する意見をもっているし
、国家がよくない状態にあれば国家を作り替えようというリアクションを一人一人が発する。だ
から市民というものでしょう。だから国家に反対している人はいても国家を支えている人がいな

いという非常に奇形的な状況になっているんですね。
ガイドラインの問題も、そのへんをほっかむりしながら、あるいは織り込み済みで、とりあえ

ず専門家である米軍と自衛隊がなんとか責任をもってやろうと、日本人は責任をもたなくてもよ

ろしい、という構えであるとすると、非常に歯がゆい、じれったいものを感じますね。
社民党が議論がないのは当然として、これを推進しようと思っている側の人も、内心で思って

いることと、説明のために言っていることの聞に常にギャッブρがあって、率直に語れていない。

率直に本音を語れば当然議論は盛り上がる。今は議論があったという儀式を必要としているだけ
でしょう。いまはそういうことはやめて、本当の所を話す努力をすべき。そこが出発点だと思い

ますけどね。
北朝鮮の問題に限って言ったって、二千何百万もの人聞があれほどの苛烈な状態に置かれてい

ること自体、大変な問題だし、しかし歴史的にたどれば日本にもかなりの責任がある。そのこと

は一応認識していなければいけない。
中国が開発が遅れた根本的な理由は、陸上輸送と海上輸送の違いですけれども、陸上輸送なら

中国が有利ですね。ヨーロッパと結びついていまずから。海上輸送が主軸であれば日本が断然有
利ですね。こういう大きな切り替わりが二百年前に起こり、日本は地政学的な有利さを利用して
たまたま先に近代化したということにすぎない。今、そのギャップがなくなれば中国が興隆する
のは当然ですね。中国の運命というのは、日本が戦争し植民地化したとか虐殺がどうのとか素朴

な意味で謝れとか反省しろとかそういうこととは一応別に、日本が近代化したことの反作用とし
て遅れたということがありますから、そのために共産主義政権が誕生したということがあります
から、我が国の運命と深く結びついているわけですね。どうしようもないくらい。このことも率

直に認識して議論を組み立てていくべき。
中国の人は切実に近代化と次の新しい世紀のことを望んでいるし、そのエネノレギーは止められ

ないし正当なものです。アメリカが世界秩序に責任をもって様々な戦争を戦ってきて、どんな厳

しい状況でも自由と民主主義の旗を掲げて屈することなかった。世界がそこから大きな恩恵を受
けてきたということも率直に認めるべき。日本はアメリカと戦争して自由と民主主義につばを吐
き、中国の自立の希望を踏みにじってさんざん戦争しておきながら、米中対立に関して何ら特定

のスタンスと責任をとってないということは、とても思想的にまずいと私は思う。
(北朝鮮に去年行ってみて)表面からはもちろんよくわからないんで、すが、工場は全滅ですね。

発電所が動いているだけ。私たちがいるようなところが電気が来てますけど、実際問題はよくわ
からなドですね。農業関係がかなりひどい状態だというのもその通りですね。段々畑というけど
山はみんな禿げ山で、大部分は斜面にそのまま植えている。畝をつくって。そんなもん植えにい
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士
川
明
将

くのも大変だし、収穫するのも大変だからみんなやるきないで、すよ。でもそれ以外どうしようも
ない。農業の伝統なんて完全にとぎれていますから。飢え死にしてしまうからやる気はあるけど
空回りしていう。

帰りにピョンヤンの二つ前の駅で、飢えた男と思しき人が、貨車の影から食べ物をくれ、とい
うようなサインを列車に出していた。それはかなり危ない状態でしょう。彼にしてみれば、見つ
かれば命はない。5，6歳の娘と思しき女の子が呆然とこちらを見ていた。だから、食べ物を探
して動き回っている人がし、ないわけではない。

新義州という亡命する人がたくさん流れてきたというところではかなり厳しくホ}ムに降りる
ことを止められた。街の様子も見てはいけないということをいわれましたからかなり厳しい状態
なのではないか。あとから聞いた他の情報によれば飢えた人が土手に来て穴掘って寝ているとい
うような状況だったようですね。

韓国のサムソンのシンクタンクが4つシナリオを出してますが、ソフトランディングはなかな

か難しい、ということですね。ここへ来ていろいろ動きが出てますから、向こうの体制がどうな
るかによりますね。私がやるんだったら、トップが出来たら、 トップと話をつけたほうがうまく
いきますから、そういう場合、金正日と幹部千人位の国外亡命ですね。それを条件にしないと話
が始まらないでしょう。ラスベガスで栄耀栄華をさせてやるからと。北朝鮮も大変だし、あなた
たちは先進国でゆっくりしなさいと。

朝鮮総連には本国をどうこうする力はないけど、援助疲れで内部はかなりがたがたですよ。積
極的な力はないでしょう。彼らも日本で生活していかなければならないし。

中国のようになるチャンスは何度かあったと思うけど、難しいですね。一番やりやすいのは日
本を占領した時のようなケースですね。金正日が戦争しないまでもアメリカに降伏してしまえば
いいんだ。代わる政権がいないですから国連でもいいし何でもいいんですけど、信託統治をすれ
ばいい。

韓国にとっては当然のことながら国益に寄与する話のはずです。これがなかったら大変ですよ
。それは率直に認めるべきです。ところが、日本が反米になるのと同じように韓国は反日になる

ようにできている。それはお互いに未成熟なんだからしょうがない。韓国が反日になったからと
いって我々はあまり気にしないことです。それに根拠があるかどうかよく考えればよい。次に、
リアリズムを促進するようなこと、自衛隊と韓国軍との相互交流、人的交流、国会の議論の中に
韓国側の人々を参考人として呼んで議論するとか。ついでにあちこち案内して返すとか。そうい
うことを積み上げておいておけばいいんですよ。そういうのなしで説明に行くから。韓国軍との
/レ}トがないこと自体が不自然。それをよく認識したほうがいい。断られでもいいから繰り返し
繰り返し招待する。

アメリカにとっては日本の自衛隊は軍でないからモノの数に入つてないわけですよ。動けない
、ゃれないことが多すぎるから、多国籍軍なんか編成するときにこんなのが仲間にいたらだめな
んですよ。艦隊を編成するときも最低速度のものになってしまうんですね。速度の遅い戦艦なん
か連れていかない方がいい。兵隊も、真っ先に逃げ出しそうな奴なんか連れていかない方がいい

。そういう意味でいままでは数に入っていなかった。いままではそれでよかったけれども、中国
が正面敵となって北朝鮮に対する作戦計画を立てるときにどうしようもない。よくそのへんの不
名誉な、非現実的な立場を認識したほうがいい。
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一
郎
さ
ん
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ぷ

一
-
M
介
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東

京

工

業

大

学

勅

語

)

一

鉱

山

一
、

R
V
K乗
り
込
み
)
ピ
ク
ニ
ツ

一

ノ
ノ
ム

-
一
ク
ヘ
行
っ
た
り
、
河
原
で
パ

h
刊

一

♂

川

一
キ
ュ

l
そ
し
た
り
す
れ
ば
、
絵
に

一
i
I
U
v

一
か
い
た
よ
う
な
家
族
に
な
れ
る
。

-1υ
一
そ
ん
な
関
係
そ
取
り
戻
し
た
い
の

一

r片
町

一
で
は
な
い
か
。
で
も
、

ζ
ん
な
こ

立

お

↑
と
は
年
に
一
度
と
い
う
場
合
も
多

七

穴

一
ぺ
、
実
需
で
は
全
然
説
明
で
き
な

吋

J

レ
メ
ー
カ
ー
は
夢
実
っ
て
い

，巴泊
4

る
。
住
居
の
貧
し
さ
も
一
因
だ
ろ

供
川
以
一
ぅ
。
狭
い
な
が
ら
も
小
さ
な
個
室

L
J
K家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
閉
じ
こ
も

い・

1.

一
り
、
食
事
も
テ
レ
ビ
も
ば
ら
ば
ら
。

ト
k

一口
も
あ
ま
ひ
き
か
な
い
状
視
が
続

F
り
き
、
じ
ゃ
あ
、
み
ん
な
で
外
へ
と
い

J
I
S

ぅ
志
向
に
ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
。
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1997年 (平成9年)，10月24日、 金曜日

他方、社会学は特定の制度を

前提にせず、制度以前の隠さ .

れた人間関係や価値観を探ろ

うとする。，現代のような転換‘

期には、ゲリラ的学問として

有効なのだJ
確かに、現代的な社会現象 ‘

であるプリクラ、 :1.こまごっ

ち、援助交際を分析している :

のは社会学者だ。ほかにも、ベ

老人問題や家族、環境と、い

まや社会学は新百科全書の様

相を呈している。マルクス主 Y

1 義などの大理論が消えたい オ

ま、意味と価値を分析する社 ;

:会学は、その実証性、客観性

が関われていあのではないの

Jか。(編集委員・西島建男)

尾罰γ

旬
の
成
田
一
不

冷戦後、衰退著しい政治

学、経済学に代わって社会学

が隆盛になっている。マスコ

ミにも、宮台真司、大沢真幸、

吉見俊哉、上野千鶴子などが

しばしば登場する。岩波の講

座『現代社会学』も27巻とい

う規模で先ごろ完結した。

『橋爪大三郎の社会学講

義』をシリーズで出している

橋爪東工大教授は社会学ブ.LI 

ムをこう語る。 r政治学や経司二 1'.1:

鮮 は 、 古典的近代民主主義Y会
や資本主義といった特定の制 ー二時'!a

度を前提として分析し、予測 J ・4ー
する。だから、その制度自体FU=EE
が順調に行かなくなると、 .学 童E
問もうまく機能しなくなる。

Eヨ哀用

島
森|

路
子

評

橋
爪
大
三
郎
の
社
会
学
講
義

2 

橋
爪
大
三
郎
著

(
夏
目
密
房

・
2
0
0
0円
)

『
社
会
学
制
器
』
に
入
る
前
の
、
文
字
辺

り

「例
設
に
は
い
る
前
に
」
と
闘
し
た
前
留

さ
の
留
孤
で
若
者
は
包
い
て
い
る
。

「日
本

は
、
む
ず
か
し
い
場
所
に
さ
し
か
か
っ
た
と

閉
山
う
」
。

お
そ
ら
く
、
と
れ
は
、
と
の
時
代
を
生
き

て
い
る
多
く
の
人
の
実
感
だ
ろ
う
。
時
代
は
、

日
本
は
、
あ
き
ら
か
に
大
き
な
幽
り
角
を
曲

が
っ
た
。
そ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
や

問
問
も
吹
き
出
し
て
い
る
。
が
、
そ
う

い
う
柄
引悠
の
前
で
、
私
た
ち
は
手
も
な

H
l

く
立
ち
つ
く
し
て
い
る
。
一
つ
ひ
と
つ

斗
V

の
窃
股
が
、
き
わ
め
て
具
体
的
で
緊
急

一
刀

守
な
(
そ
の
く
せ
長
則
的
視
野
を
含
ん
だ

)

by-

判
断
を
私
た
ち
に
求
め
て
い
る
。
に
も

1
1

か
か
わ
ら
ず
、
と
の
判
断
と
決
断
が

一

作

月

人
主
り
に
と
っ
て
容
易
で
は
な
い
。

道

政
治
家
や
宮
僚
や
企
築
家
や
、
あ
る
い

'
J

は
知
限
人
と
い
っ
た
国
の
リ
ー
ダ
ー
た
)
一
円

ち
だ
り
の
悶
悶
で
は
な
い
。
そ
れ
と
同

A
9

時
に
、
私
た
ち
自
身
の
脱
出
情
的
で
ぬ
き
咽
山

さ
し
な
ら
ぬ
同
阻
に
な
っ
て
き
て
い
る

H
U

と
と
ろ
が
、
こ
の
時
代
の
、
乙
の
日
本
割
前
川

の
や
っ
か
い
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ぜ
、

-
Y』

日

こ

ん

な

こ

と

に

な

っ

た

の

か

。

司

盟

問
二
年
前
に
出
さ
れ
た
需
爪
喜
一
郎

E

れ
い
の
社
会
学

m蔀
』
に
続
く
こ
れ
は
第
二

二
ノ

臼
抑
な
の
だ
が
、
前
作
同
僚
乙
こ
で
も
稿
、

日

爪

の
「
霊
」
は
、
き
わ
め
て
明
解
で

ん

月

期

迎

っ

て

い

る

。

兵

』

⑤

川

な

ぜ

、

白

木

株

式

会

社

は

う

ま

く

い

本

目

年
か
な
く
な
っ
た
の
か
。
な
ぜ
、
日
本
人

I
i

H
沼
は
こ
こ
ま
で
自
信
を
な
く
し
て
し
ま
っ

Eι

新
開
た
の
か
。
な
ぜ
、
日
本
人
は
自
分
の
陛

ー

(

.
史
を
見
失
っ
た
の
か
。
過
去
の
台
湾
、
則
鮮

E
司
一
統
治
に
対
し
て
私
た
ち
日
本
人
は
ど
う
考

毎
グ
一
え
れ
ば
い
い
の
か
。
窓
涯
は
?
日
本
の
安

h
V
9
全
保
附
は
?
危
田
市
住
理
は
?
大
学
(
数

司々
1

行
)
は
?
私
た
ち
の
生
活
は
?

そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
命
関
本
照
的
で

同
時
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
も
あ
る

命
凶
に
、
著
者
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
向
か
い
合

う
固
問
問
の
も
と
も
と
の
と
こ
ろ
、
そ
の
依

っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
に
立
ち
返
り
、
そ
の
地

おまけ

島
森

路
子

評

点
か
ら
、
現
在
の
問
問
を
わ
か
り
や
回す

く
解

き
あ
か
そ
う
と
す
る
。
む
ろ
ん
、

乙
乙
に
全

て
の
答
が
周
恕
さ
れ
て
い
る
わ
り
で
は
な

い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
私
た
ち
が
笛
を
見

つ
け
る
た
め
の
泡
筋
が
、
そ
の
た
め
の
謀
本

的
な
ス
タ
ン
ス
の
取
り
方
が
、
だ
れ
で
も
わ

か
る
宮
深
で
促
示
さ
れ
て
い
る
。

社
会
学
者
で
あ
る
著
者
は
、
第
一
の
制
座

を
「
社
会
科
学
を
学
び
た
い
あ
な
た
へ
」
と

阻
し
て
、
社
会
学
と
は
何
か
、
そ
の
学
問

と
し
て
の
歩
み
か
ら
解
き
あ
か
す
の
だ

が
、
そ
こ
に
は
訟
牙
の
箔
(
古
い
コ
ト
パ

!
)
に
こ
も
り
が
ち
な
学
問
を
、
現
実
の

私
た
ち
の
生
き
て
い
る
社
会
の
中
で
生
か

す
方
法
を
見
つ
け
た
い
、
そ
れ
が
で
き
て

こ
そ
の
H

社
会
学
H

だ
、
と
い
う
思
い
が

ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
と
り
わ
け
、
こ

う
い
う
混
沌
と
レ
た
時
代
、
転
形
則
に
こ

そ
、
学
問
は
学
悶
と
し
て
自
己
完
結
す
る

の
で
な
く
、
む
レ
ろ
附
代
を
リ
ー
ド
す
る

形
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
仰
ぎ

(
役
立
ち
方
)
を
レ
て
ほ
し
い
。

だ
か
ら
こ
れ
は
、
ま
る
で
学
生
に
与
え

る
旬
と
い
っ
た
体
裁
は
取
っ
て
い
る
が
、

実
は
、
肢
も
今
目
的
な
、
さ
ら
に
い
え
ば

来
来
的
な
、
こ
の
日
本
と
い
う
闘
を
抑
制
却

し
て
い
く
た
め
の
手
が
か
り
f手
と
も
に
考

え
る
た
め
の
諭
考
加
で
あ
る
。

「現
代
の
日
本
人
は
、
約
神
的
に
来
烈

で
あ
る
。
そ
う
思
え
て
仕
方
が
な
い
。
そ

れ
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
箔
の
な
か
に
、

個
人
と
し
て
の
自
己
と
、
国
民
と
し
て
の

自
己
と
が
、
独
立
し
て
存
在
し
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。
別
の
一言
い
方
を
す
れ
ば
、

両
者
を
関
係
づ
り
る
は
ず
の
股
史
を
わ
れ
わ

れ
が
見
失
い
、
個
人
と
国
民
を
同
時
に
自
己

の
な
か
に
問
問
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
で

い
る
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
を
失
う
と
い
う
こ

と
は
、
文
化
を
失
い
、
国
家
を
矢
い
、
人
間

の
H
H
阪
を
失
う
と
い
う
こ
と
な
の
だ
」

い
い
か
え
れ
ば
、
こ
れ
は
、
も
う
一
つ
の

日
本
人
諭
で
あ
り
、
ま
と
も
な
白
木
人
に
な

る
た
め
の
入
門
拘
、
と
い
っ
て
い
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

橋
爪
大
三
郎
の
社
会
学
講
義

橋
爪
大
三
郎
著
(
夏
自
由
官
房
・

2
0
0
0円
)

『
社
会
学
約
袋
』
に
入
る
前
の
、
文
字
辺

り

「制
袋
に
は
い
る
前
に
」
と
聞
出
し
た
前
包

き
の
旬
翻
で
著
者
は
白
い
て
い
る
。

「日
本

は
、
む
ず
か
し
い
切
所
に
さ
し
か
か
っ
た
と

思
う
」。

お
そ
ら
く
、
乙
れ
は
、
こ
の
附
代
を
生
き

て
い
る
多
く
の
人
の
実
感
だ
ろ
う
。
時
代
は
、

日
本
は
、
あ
き
ら
か
に
大
き
な
副
り
角
を
曲

が
っ
た
。
そ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
や

問
問
も
吹
き
出
し
て
い
る
。
が
、
そ
う

い
う

m悠
の
前

-R
私
た
ち
は
手
も
な

』

く
立
ち
つ
く
し
て
い
る
。
一
つ
ひ
と
つ

L
V

の
邪
悠
が
、
き
わ
め
て
具
体
的
で
緊
急

二
局

な
(
そ
の
く
せ
長
則
的
視
野
を
合
ん
だ

)

by-

判
断
を
私
た
ち
に
求
め
て
い
る
。
に
も
れ
引

か
か
わ
ら
ず
、
乙
の
判
断
と
決
断
が

一

句

月

人
ひ
と
り
に
と
っ
て
容
易
で
は
な
い
。
話
回』

政
治
家
や
包
僚
や
企
業
家
ゃ
、
あ
る
い

一
日

は
知
淑
人
と
い
っ
た
図
の
リ
ー
ダ
ー

た

)

〈

ち
だ
け
の
問
問
で
は
な
い
。
そ
れ
と
同

、背

y

時
に
、
私
た
ち
自
身
の
間
俊
的
で
ぬ
き
担

ω

さ
し
な
ら
ぬ
問
問
に
な
っ
て
き
て
い
る
剖

U

と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
代
々
と
の
日
本
剖
肩

の
や
っ
か
い
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ぜ
、

トV
4】

日

こ

ん

な

乙

と

に

な

っ

た

の

か

。

司

週

四

二
年
前
に
出
さ
れ
た
『
橋
爪
大
三
郎

E
H

U

の
社
会
学

m設
』
に
続
く
こ
れ
は
第
二

、
っ

日
抑
な
の
だ
が
、
前
作
同
町
聞
こ
こ
で
も
橋

、

日

爪

の

「

霊

」

は

、

き

わ

め

て

明

寺

山

月

筋

が

迎

っ

て

い

る

。

エ

」

$

6
な
ぜ
、
日
本
株
式
会
社
惇
つ
ま
く
い

k
・

3
年
か
な
く
な
っ
た
の
か
。
な
ぜ
、
白
木
人
ト
ト

E
ぬ
は
こ
こ
ま
で
自
信
を
な
く
し
て
し
ま
っ

E
L

新
柄
た
の
か
。
な
ぜ
、

日
本
人
は
自
分
の
位

日

{

一
史
を
見
失
っ
た
の
か
。
過
去
の
台
湾
、
震

同
一
続
出
に
対
レ
て
、
私
た
ち
臼
本
人
は
ど
う
考

毎

ι一
え
れ
ば
い
い
の
か
。
き
出
は
?
日
本
の
安

ト

U
9
全
保
附
は
?
危
慨
官
理
は
?
大
学
(
数

々
d
w
l
育
)
は
?
私
た
ち
の
生
活
は
0
・

そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
命
問
、
本
質
的
で

問
時
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
も
あ
る

命
胞
に
、
著
者
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
向
か
い
合

う
。
問
問
の
も
と
も
と
の
と
こ
ろ
、
そ
の
依

っ
て
き
た
る
と
一』
つ
に
立
ち
返
り
、
そ
の
地

おまけ

2 

点
か
ら
、
現
在
の
悶
悶
を
わ
か
り
明
す
く
解

き
あ
か
そ
う
と
す
る
。
む
ろ
ん
、

こ
こ
に
全

て
の
答
が
周
恋
さ
れ
て
い
る
わ
り
で
は
な

い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
私
た
ち
が
答
を
見

つ
け
る
た
め
の
巡
筋
が
、
そ
の
た
め
の
謀
本

的
な
ス
タ
ン
ス
の
取
り
方
が
、
だ
れ
で
も
わ

か
る
宮
部
で
犯
示
さ
れ
て
い
る
。

社
会
学
者
で
あ
る
若
者
は
、
第
一
の
制
箆

を
「
社
会
科
学
を
学
び
た
い
あ
な
た
へ
」
と

間
し
て
、
社
会
学
と
は
何
か
、
そ
の
学
凶

と
し
て
の
歩
み
か
ら
解
き
あ
か
す
の
だ

が
、
そ
こ
に
は
象
牙
の
浴
(
古
い
コ
ト
パ

!
)
に
と
も
り
が
ち
な
学
問
舟
」
、
現
実
の

私
た
ち
の
生
き
て
い
る
社
会
の
中
で
生
か

す
方
法
を
見
つ
り
た
い
、
そ
れ
が
で
き
て

こ
そ
の

H

社
会
学
d

だ
、
と
い
う
思
い
が

ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
と
り
わ
げ
、

こ

う
い
う
混
沌
と
レ
た
時
代
、
転
形
問
問
に
こ

エ
ヘ
学
問
は
学
問
と
レ
て
自
己
完
結
す
る

の
で
な
く
、
む
し
ろ
時
代
を
リ
ー
ド
す
る

形
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
働
き

(
役
立
ち
方
)
を
レ
て
ほ
し
い
。

だ
か
ら
こ
れ
は
、
ま
る
で
学
生
に
与
え

る
也
と
い
っ
た
体
叙
は
取
っ
て
い
る
が
、

突
は
、
扱
も
A

「
目
的
な
、
さ
ら
に
い
え
ば

未
来
的
な
、
こ
の
日
本
と
い
う
闘
を
制
恕

し
て
い
く
た
め
の
手
が
か
り
舟
↑
と
も
に
考

え
る
た
め
の
ぬ
考
純
で
あ
る
。

「
現
代
の
日
本
人
は
、
刑
判
的
に
未
m
m

で
あ
る
。
一
七
つ
思
え
て
仕
方
が
な
い
。
そ

れ
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
絡
の
な
か
に
、

個
人
と
レ
て
の
自
己
と
、
国
民
と
し
て
の

自
己
と
が
、
独
立
レ
て
存
管
レ
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、

両
者
を
関
係
づ
け
る
は
ず
の
歴
史
を
わ
れ
わ

れ
が
見
失
い
、
個
人
と
国
民
を
問
時
に
自
己

の
な
か
に
氾
-
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
で

い
る
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
舟
矢
う
と
い
う
こ

と
は
、
文
化
を
失
い
、
国
家
を
失
い
、
人
間

の

n
mを
失
一
う
と
い
う
こ
と
な
の
だ
」

い
い
か
え
れ
ば
、
こ
れ
は
、
も
う
一
つ
の

日
本
人
倫
で
あ
り
、
ま
と
も
な
白
木
人
に
な

る
た
め
の
入
門
市
、
と
い
っ
て
い
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
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施
行

田
年

日
本
国
態
法
は
、
基
本
的
人
権
に
関
す
る
部

吾
と
い
い
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
い
、
な
か

一
な
か
よ
く
出
来
た
憲
法
で
あ
る
。

一
ふ
つ
う
憲
法
は
、
民
主
的
な
制
定
の
手
続
き

一を
踏
も
う
と
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
っ
た

一
意
見
や
政
治
的
立
場
を
反
映
し
た
、
よ
く
わ
け

一
の
わ
か
ら
な
い
ぶ
か
つ
こ
う
な
も
の
に
な
り
が

一
ち
だ
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
日
本
国
憲
法
が
す

う
一
っ
き
り
よ
く
出
来
て
い
る
の
は
、
国
民
の
手
の

民
一
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
起
草
さ
れ
た
か
ら
だ
と
も

ω一
言
え
る
。
(
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

こ

一の
憲
法
の
原
文
は
、
英
語
だ
っ
た
)
。

一

手
続
き
の
う
え
で
は
、
日
本
国
憲
法
(
新
龍

三
法
)
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
(
旧
憲
法
)
の
改

・
島
一
正
憲
法
で
あ
る
。
改
正
案
は
、
帝
国
議
会
で
審

リ
一
一
読
さ
れ
、
合
法
的
な
手
続
き
を
踏
ん
で
発
効
し

劃
一
一
た
。
し
か
し
、
当
時
は
占
領
中
で
、
連
合
軍
司

利
一
一
令
官
マ
ツ
カ
l
サ
ー
が
日
本
国
に
対
し
て
超
越

引
一
千
一
的
な
権
力
を
ふ
る
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
憲
法
の

い
一
語
一
押
し
つ
け
で
は
な
い
の
か
?
正
統
性
に
関
す

月
一
一
る
さ
さ
や
か
な
疑
念
を
国
民
の
聞
に
残
し
た
こ

5
一
一
と
が
、
こ
の
憲
法
の
不
幸
だ
っ
た
。

釦
一
一
そ
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
癌
法
は
改
正
で
き

9
=乙
一
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

同
=
占
一

・い
っ
ぽ
う
で
「
右
」
寄
り
の
人
び
と
が
、
押

何
一
一
し
つ
け
憲
法
を
改
正
し
、
自
主
的
に
憲
法
を
制

年
一
一
定
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
も
う
い
っ
ぽ
う
で

げ
一
一
「
左
」
寄
り
の
人
び
と
が
、
戦
争
を
放
棄
す
る

日
一
言
一
平
和
憲
法
を
守
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
自
民

れ
い
一
ヨ
一
党
は
、
党
規
約
に
改
躍
を
掲
げ
て
い
た
が
、
本

4.
気
で
憲
法
改
正
に
は
動
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
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Largest Child PornographyIndus仕y
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紘誼トト明者主

を
…一

み
……

組
一

J
d斗
』
…

も
謝
れ
る
)
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

ー

1
1
列

|
民

た

内
!

J
一一円

大
事
な
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界
の

/
t
M
泌

人
び
と
か
ら
、
日
本
と
い
う
国
家
に
対
す
る
信

ん
叫
J
h…

頼
を
か
ち
う
る
こ
と
で
あ
る
。

私

ホ

……

日
本
国
憲
法
が
こ
れ
ま
で
国
際
昼
間
で
支
持

除
‘
恥

……

さ
れ
て
き
た
の
は
、
平
和
憲
法
の
理
念
が
評
価

L
》
守
事
・
.印

さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
。
平
和
感
法
↓
軍
隊
が

J
-
J
潟

な
い
↓
日
米
安
保
が
そ
れ
を
補
完
(
米
軍
が
日

パ

i
d
仰

木
を
守
る
)
↓
日
本
が
暴
走
し
な
い
、
と
い
う

1
司

mwγ
仏

構
図
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、
白
木
と
い

-
h、
，

…

う
国
家
が
信
頼
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
こ
の
踏

ド

υVR司
総

法
が
評
価
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

、
L

V
…一引

湾
戦
の
産
物
H
日
本
国
憲
法
+
日
米
安
保
の

ー

司

~
…

ワ
ン
セ
ッ
ト
は
、
歴
史
的
役
割
を
終
え
つ
つ
あ

J
Y
4
蹴

る
。
日
本
国
民
が
そ
れ
に
代
わ
る
つ
ぎ
の
体
制

弘

v
n
hN一
を
ど
う
構
想
す
る
か
、
世
界
が
注
目
し
て
い

島
三
令
・

m

る
。
日
木
人
に
必
要
な
の
は
、
過
去
か
ら
自
を

舎・
4

総

そ
む
け
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
激
変
す
る
国
際

E
可
寸
，
v
t

状
勢
を
平
和
と
安
定
に
導
く
た
め
の
長
期
的
な

は

'LF総

国
際
条
約
の
枠
組
み
を
(
特
に
、
ア
メ
リ
カ
と

1
E臥
B
WJ

中
国
を
巻
き
込
む
か
た
ち
で
)
構
築
す
る
こ
と

、
一
ノ
M
M
-

で
あ
る
。

(
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
H

墓
尽
工
業

大
学
教
授
、
社
会
学
)

'
h
h
川
崎
・
町
{
了
町
二
・
・
格
、
注
』
時

士
川
前
哨
叫

Several aspects of Japan's 
culture and history help explain 
the existence of the country's 
child pornography industry. 
Japan largely lacks religious no-' 
tions of sex as immoral， says 
Daisaburo Hashizume， a sociolo-
gist at the Tokyo' Institute of 
Technology， and the result is a 
“free attitude" about physical 
pleasure. Pornography involving 
adults is widely available; even 
serious-minded weekly maga-
zines include displays of naked 
women. 

Th巴Japanesehave also been 
comfortable with people entering' 
into sexual relat~onships at an 
age that Westerners might con-
sider young， Until the end of 
World War II， Professor 
Hashizume notes， girls were 
given or sold into marriage at 
the age of 12 or 13. To this day 
Japan's penal code， p出 sedinto 
law in 1908， puts the age of sex-
ual consent at 13， even though 
Japanese must be 20 to vote and. 
18 to drive a car. 

TOKYO 
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東
京
大
教
授

中
央
教
育
審
議
会
が
打
ち
出
し

た
公
立

「中
高
一

貫
校
」
の
一
部

導
入
が
動
き
出
し
そ
う
だ
。
し
か

し、

姿
が
よ
く
見
え
な
い
。
二
十

一
世
紀
の
日
本
の

「公
教
育
」
は、

ど
ん
な
か
た
ち
を
描
く
の
か
。

佐
藤

虫

歯

一
史
論
は
前
に
も

提
築
さ
れ
た
が
、
と
ん
挫
し
た
。

そ
れ
が
今
回
急
激
に
出
て
き
た
背

景
に
は
、
東
大
な
ど
有
名
大
学
が

私
立
と
国
立
の
中
高

一
貫
校
出
身

者
に
占
め
ら
れ
て
い
る
現
実
が
あ

り
ま
す
。
東
大
は
六
割
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
地
方
で
、
公
立
に

中
高

一
貫
校
を
導
入
し
た
い
と
、

県
議
会
あ
た
り
で
話
題
に
な
る
。

と
の
文
脈
が
一
つ
背
景
に
あ
る
。

円以
大
の
問
題
は
、

義
務
教
育
を

複
線
型
に
す
る
こ
と
。
ど
ん
な
未

来
社
会
を
予
怨
し
て
い
る
の
か
。

中
高
一
貫
の
一
部
導
入
は
結
局
エ

リ
ー
ト
校
化
す
る
。
受
験
競
争
の

低
年
齢
化
が
全
固
に
広
が
る
。

橋
爪

私
の
考
え
で
は
六

・
六

制
は
合
理
性
が
あ
る
。
導
入
は
一

つ
の
見
識
で
す
。
だ
が
、
や
り
方

が
生
ぬ
る
い
。
全
面
的
に
六

・
六

制
を
導
入
し
た
ら
ど
う
か
。

六
・
三
・
三
制
は
高
校
進
学
率

が
極
め
て
低
か
っ
た
時
代
の
産
物

で
、
現
実
と
大
き
な
ず
れ
が
あ

、tE刈
E
F
る
。
ず
れ
が
放
置

-
岨
R
R
M
V
-
さ
れ
て
い
る
か

-
》
で
司
E
-

ら
、
高
校
入
試
と

〆
ι
E
b品
、
い
う
不
必
要
な
も

の
が
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
分

断
な
ど
非
常
に
不
合
理
が
あ
る
。

だ
か
ら
選
択
的
導
入
は
大
変
不

満
だ
が
、
や
る
な
ら
エ
リ
ー
ト
校

と
は
っ
き
り
う
た
っ
て
導
入
し
た

方
が
、
と
の
学
校
の
性
格
に
は
ふ

さ
わ
し
い
。
そ
れ
な
ら
、
有
害
で

佐
藤

佐田智子
(編集委員)

司会

構成

は
あ
る
が
利
益
も
あ
る
。
た
だ
入

識
は
内
申
告
は
絶
対
使
わ
な
い
。

こ
れ
は
百
害
が
あ
り
ま
す
。

現
状
で
は
、
中
高
一
貫
の
方
が

合
理
性
が
あ
る
か
ら
親
は
経
済
的

負
担
を
我
慢
し
て
も
私
立
に
や

る
。
条
件
の
滋
わ
な
い
人
が
仕
方

な
く
不
合
理
な
公
立
分
断
授
を
選

択
す
る
。
経
済
条
件
が
大
学
進
学

に
も
ろ
に
影
響
し
て
し
ま
う
。

|
|
答
申
は
公
立
虫
尚
一
貫
校

は
「
受
験
エ
リ
ー
ト
校
は
し
な

い
」
「
学
力
試
験
も
し
な
い
」
と

明
記
し
て
い
る
。
橋
爪
先
生
の
意

見
は
答
申
よ
り
過
激
で
す
。

佐
藤
高
校
入
試
の
撤
廃
が
最

大
の
課
題
だ
と
い
う
点
は
全
く
同

感
で
す
。
六

・
三
・
三
制
に
し
が

み
つ
く
必
要
は
全
然
な
い
。

し
か
し
、

一
部
選
択
請
に
は
や

は
り
反
対
し
た
い
。
答
申
が
受
験

も
な
し
に
、
環
境
教
育
だ
と
か
い

ろ
ん
な
タ
イ
プ
の

一
貫
校
を
つ
く

る
と
し
て
い
る
の
は
、
全
部
ヌ
エ

な
ん
で
す
ね
。
一
部
導
入
が
全
面

導
入
を
促
す
と
も
思
え
な
い
。
義

務
教
育
の
複
線
化
は
、
公
教
育
の

原
則
を
根
本
的
に
変
え
ま
す
。

|

|
公
教
育
の
理
念
の
何
が
変

わ
り
ま
す
り

佐
藤

平

等
と
、
地
域
の
中
で

の
学
校
の
位
置
で
し
ょ
う
ね
。

橋
爪

義
務
教
育
と
い
う
考
え

方
が
、
も
う
時
代
遅
れ
か
も
し
れ

な
い
。
み
ん
な
一
一品
校
に
行
く
よ
う

に
な
っ
た
。

す
る
と
中
学
と
高
校

学
さ
ん

朝
日
新
聞
フ
ォ
ー
ラ
ム
引
委
員
。
政
治

経
済
文
化
、
大
学
、
教
育
問
題
で
も
活

議}

生
ぬ
る
い
部
分
改
革

発
に
発
言
。
著
告
に
「
言
語
ゲ
I
ム
と

社
会
理
論
」

「
研
宛
開
国
」
な
ど
。

骨

U 

キ
ッ
プ
で
き
る
。
う
ま
く
行
け
ば

浪
人
も
せ
ず
に
大
学
に
入
れ
る
。

子
ど
も
の
負
担
も
軽
い
。
地
方
で

も
親
は
同
じ
よ
う
に
考
え
る
と
思

い
ま
す
が
、
人
口
密
度
の
関
係
で

私
立
が
穆
同
に
成
り
立
ち
に
く

い
。
そ
う
い
う
学
校
さ
え
あ
れ

ば
、
惑
い
と
は
言
え
な
い
。

佐
藤
問
題
は
、
公
共
的
な
領

域
と
私
的
、
独
立
的
領
域
が
、
ど

う
調
和
し
合
っ
て
教
育
を
つ
く
り

出
し
て
い
く
か
、
新
た
な
制
度
の

見
定
め
に
あ
る
。

ζ
の
原
則
問
題

全
面
的
に
六
・
六
制
に
し
た
ら

は
連
続
性
が
高
い
。
義
務
教
育
と

そ
の
あ
と
の
教
育
と
い
う
よ
り
、

小
学
校
と
中
高
校
と
い
う
こ
つ
の

グ
ル
ー
プ
が
あ
る
ん
で
す
。

現
状
は
、
中
学
ま
で
は
個
人
差

は
な
い
も
の
と
す
る
。
高
校
受
験

の
時
に
突
然
、
高
校
の
学
躍
差
が

列 の は r;:一一、
化 ー ほ，，'"冶~I
を音日 と L":"互 E
持導 λJ Iαヨ~
ち入ど l~司圃r=:.f
込はな、-
み 、いと 個列 児
、公。 、人 化 多

受立中選の し 様
験中高択側て 他
競学 ー のでい し
争に貫自見く
低序校由る。序

、そ伊
出
現
す
る
と
い
う
、
理
不
尽
な
形

に
な
っ
て
い
る
。
乙
れ
は
心
理
的

な
弊
害
を
生
み
ま
す
。
建
前
は
平

等
で
、
実
質
が
途
う
。
理
解
す
る

の
に
大
変
個
々
人
が
苦
し
む
。

佐
藤
中
等
教
育
に
は
選
別
機

能
を
組
み
込
ま
ざ
る
そ
え
な
い
。

日
本
の
特
徴
は
そ
れ
を
学
校
ご
と

年
齢
化
を
拡
大
す
る
だ
け
で
。

。
橋
爪

低
年
齢
化
っ
て
、
中
学

受
験
の
こ
と
で
す
か
。

佐
藤
そ
う
で
す
。

橋
爪
そ
れ
で
あ
れ
ば
必
然
だ

と
私
は
思
う
ん
で
す
ね
。

中
学
受
験
は
、
車
尽
の
場
合
は

合
理
的
で
す
。
高
校
の
試
験
を
ス

見
え
な
い
公
教
育
像

そ
抜
き
に
虫
晶

一
買
を
導
入
す
る

と
学
区
制
が
崩
摘
出
し
て
い
く
。

学
区
制
は
地
域
の
共
向
性
、
地

域
社
会
の
成
り
立
ち
そ
担
っ
て
い

る。

北
海
道
の
地
方
の
改
革
で

は
、
高
校
が
な
く
な
る
と
と
が
、

町
が
消
え
る
ζ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。県

な
ら
県
で
将
来
の
公
教
育
シ

ス
テ
ム
全
体
を
ど
う
建
て
直
す
か

の
議
論
の
上
で
や
る
べ
き
で
す
。

橋
爪

中
学
、
高
校
は
形
式
上

別
々
だ
が
、
連
続
的
に
巡
学
で
き

る
険
会
そ
中
学
生
に
与
え
る
。

ζ

ち
ら
の
方
が
ず
っ
と
重
要
で
、
一

貫
校
と
い
う
形
に
こ
だ
わ
ら
な
く

て
も
い
い
。

そ
し
て
学
校
の
中
に
い
ろ
い
ろ

な
選
択
的
コ
1
ス
を
つ
く
る
。
個

人
の
能
力
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
、
で
き
る
子
は
ど
ん
ど

ん
先
に
勉
強
す
る
、
ス
ポ
ー
ツ
や

美
術
そ
や
り
た
い
子
は
基
本
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
だ
け
取
れ
ば
い
い
。
た

だ
、
入
試
で
は
な
く
親
や
子
が
学

校
を
十
分
選
べ
る
よ
う
に
す
る
。

公
立
学
校
に
も
選
択
と
競
争
を

最
大
限
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
が
、

定
員
と
学
区
制
か
阻
ん
で
い
る
。

こ
と
を
緩
や
か
に
迩
用
す
れ
ば
、

随
分
巡
っ
た
視
界
が
開
け
ま
す
。

受
験
競
争
の
低
年
齢
化
心
配

さ
と
う
・
ま
な
ぷ

日

年
、
広
島
県

生
ま
れ
。
教
育
学
者
。
雑
誌

「ひ
と
」

佐
藤
学
校
の
中
に
多
様
さ
に

応
じ
た
コ
l
ス
が
あ
っ
て
、
親
も

子
も
選
択
で
き
る
中
等
教
育
像

を
、
僕
も
考
え
て
い
る
。
た
だ
、

今
回
の
選
択
的
導
入
は
、
学
校
の

種
別
化
で
し
か
機
能
し
な
い
の
で

は
と
判
断
し
て
い
る
。

|

|お
二
人
は
見
通
し
、
予
測

で
沿
う
。
今
回
の
答
申
は
、
ど
ん

な
学
校
に
す
る
か
、
選
択
権
も
実

施
権
も
地
方
自
治
体
に
与
え
た
。

や
る
気
に
な
れ
ば
や
れ
る
。

佐
藤
だ
け
れ
ど
も
、
や
ら
な

編
集
代
表
委
員
。
全
国
の
教
室
を
訪

ね
、
授
業
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

学
校
改

い
と
見
て
い
る
。
日
本
の
近
代
の

公
教
育
は
マ
キ
シ
マ
ム
な
公
的
法

準
を
国
家
で
決
め
て
、
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
き
た
。
ミ
ニ
マ
ム
の
公

的
基
準
で
、
あ
と
は
学
校
、
教
育

委
員
会
、
地
方
の
行
政
が
、
創
造

性
の
部
分
を
つ
く
り
出
さ
な
い
と

い
け
な
い
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

強
い
の
は
変
わ
っ
て
な
い
。

橋
爪

地

方
自
治
や
尉
政
が
十

分
自
主
性
を
発
部
で
き
る
制
度
に

な
っ
て
は
い
な
い
が
、
地
方
に
主

体
的
な
権
限
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

は
評
価
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

佐
藤

一
九
八
O
年
ご
ろ
ま
で

の
受
験
体
制
は
、
あ
る
磁
の
社
会

上
昇
機
能
を
も
っ
て
い
た
。
現
在

は
受
験
競
争
が
、
防
局
や
家
庭
の

文
化
の
差
を
拡
大
し
て
い
る
と
見

た
方
が
い
い
。
地
方
に
公
立
虫
晶

一
冊
以
校
を
つ
く
れ
ば
有
名
大
学
に

巡
学
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
そ
ん

な
に
単
純
で
は
な
い
。

橋
爪

し
か
し
、
現
状
よ
り
選

択
肢
は
増
え
ま
す
よ
。
今
回
の
改

革
も
個
人
差
を
支
援
す
る
と
い
う

方
向
で
評
価
で
き
る
商
が
あ
る
。

現
状
が
私
立
の
エ
リ
ー
ト
校
に

一

本
化
し
て
い
る
な
ら
、
お
金
の
か

か
ら
な
い
公
立
の
道
も
つ
く
る
と

か
。
大
事
な
の
は
チ
ャ
ン
ス
を
保

障
す
る
と
い
う
と
と
で
す
。

佐
藤
そ
れ
は
質
成
で
す
。
し

か
し
公
立
の
中
に
エ
リ
ー
ト
ぬ
な

つ
く
る
な
ら
、
受
験
構
造
全
体
を

変
え
る
も
の
と
セ
ッ
ト
で
や
ら
な

い
と
改
善
に
な
ら
な
い
。
せ
め
て

三
、
四
割
は
入
試
な
し
の
忠
同
の

接
続
を
同
時
に
導
入
す
る
と
か
。

|
|
二
十
一
世
紀
の
学
校
、
問

題
山
相
の
中
学
は
変
わ
り
ま
す

か
。
子
ど
も
た
ち
は
楽
に
な
る
?

佐
藤
僕
は
楽
に
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
ね
。
公
教
育
が
大
き

な
問
題
に
な
り
、
再
的
造
化
が
求

、
.EE
E
叫
タ
め
ら
れ
て
い
る
の

-

仁

r提
起
-
に
、
計
画
的
な
見

-
h
曹司副

3
2
通
し
が
何
も
な

橋
爪

や
は
り
大
変
生
煮
え
の

改
革
で
す
ね
。
乙
の
答
申
は
取
り

下
げ
、
出
直
し
て
ほ
し
い
。

|

|
出
直
せ
と
い
っ
て
も
と
の

国
は
な
か
な
か
や
ら
な
い
。
地
方

自
治
体
に
選
択
織
が
せ
っ
か
く
与

え
ら
れ
た
。
何
か
使
い
道
は
。

佐
藤
不
登
校
の
子
が
と
れ
だ

り
い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
に
実
験
的
な
こ
と
を
中
高
一
口

で
や
っ
て
み
る
と
か
。
阪
管
児
教

育
で
も
っ
と
統
合
を
巡
め
た
笑
験

的
な
学
校
を
つ
く
る
と
か
。

橋
爪

あ
る
資
格
で
選
ば
れ
た

教
育
の
プ
ロ
に
学
校
を
任
せ
て
、

公
立
の
私
立
学
校
と
し
て
運
営
さ

せ
た
ら
い
い
。
教
育
目
的
を
は
っ

き
り
一
さ
せ
、
T
O
E
F
L
で
何
点

取
る
と
公
約
さ
せ
る
と
か
。

ー
1
ま
ず
は
ゲ
リ
ラ
的
に
?

佐
藤
や
る
な
ら
ね
。

橋
爪

ア
イ
デ
ア
で
す
。

革
と
そ
の
調
査
に
取
り
組
む
。
箸
白
に

「学
び

そ

の
死
と
再
生
」
な
ど
。

ì~ 写 兵高i皮

イラスト三林

る一方、エリー ト校化などの

懸念も強い。つくる方向で検

討中のが道府県などは北海
道、 宮'鋭、 東京、 l岐阜、山口

などlOjII;，'it:o 多くは模索中。

圃世論 ・自治体

各磁の調査では、中高一貫

への賛成は多いが、一日1¥導入

の支持は少ない。硬直化した

公立校へのゆとりのJUJ符があ

7タイプ:を挙げ、選抜は拍

選、 Ifiil5長J悦郎、内ITlliなど

の組み合せとした。が 1"1"学
教育をゆがめた内申告は使う
べきでない」と対論の両氏。

国学校と選抜

どんな学校をつくるか、答
申は自治体に任せた。例とし

て、地域学習、環境学習、国

際化教育、じっく り学ぶなど

6年{川中等学校を新設③既存 e

の"t'学と高校を入試なしで接
続、の 3つの形を示す。文部

省は必要な法改正案を次の通
常国会に出す。

-公立 「中高一貫教育」
今年、l:jコ教容が「選択的導

入」を答申。 導入するかどう
かは、 自治体の自主的判断に
任せ、 ①中学、 i'~'j校をm投②



(8) 

社
会
の
ほ
こ
ろ
び
が

1997年(平成9年)9月7 日(日曜日〉

目
立
ち
始
め
た
日
本

日
本
が
ど
う
も
お
か
し
い
。
神

戸
の
児
童
連
続
殺
傷
事
件
や
震

災
、
オ
ウ
ム
事
件
に
銀
行
証
券
不

祥
事
。
九
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら

日
本
の
社
会
は
ほ
乙
ろ
び
が
目
立

ち
始
め
た
。
と
う
す
れ
ば
日
本
が

よ
く
な
る
と
い
う
処
方
隻
も
い
ろ

い
ろ
出
て
い
る
。
そ
の
提
案
が
ま

た
、
お
か
し
い
。

日
本
語
の
現
実
感
が
希
薄
に
な

っ
て
い
る
。
一
言
葉
が
事
実
の
裏
付

け
な
し
に
、
ひ
と
り
歩
き
し
て
い

る
。
「
誠
に
遺
憾
」
「
醤
処
し
ま

す
」
な
ど
と
聞
く
と
、
あ
あ
何
も

変
わ
ら
な
い
の
だ
、
と
い
う
絶
望

感
に
襲
わ
れ
る
。

言
葉
の
生
命
を
取
り
戻
そ
う
。

日
本
語
を
も
う
少
し
ま
と
も
に
使

っ
て
、
人
聞
や
社
会
の
現
実
と
格

え
・
桂
川

寛

(日曜版〉居罰震斤'日月乏~

闘
す
る
た
め
の
道
具
に
し
よ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド
主
義

の
は
び
こ
る
背
景

日
本
人
は
な
ぜ
、
日
本
語
に
現

実
感
が
な
く
て
も
平
気
な
の
か
。

科
学
、
哲
学
、
論
理
学
。
ど
れ

も
言
葉
を
正
確
に
使
わ
な
い
と
、

東京工業大学教授〈社会学〉

橋爪大三郎

そ
の
徹
底
ぶ
り
が
問
わ
れ
る
。

ど
の
社
会
に
も
、
言
葉
を
正
し

く
使
う
べ
き
だ
と
す
る
文
化
、
道

徳
(
例
え
ば
、
瞳
は
よ
く
な
い
)

が
あ
る
。
問
題
は
、
そ
の
先
だ
。

仏
教
の
妄
語
戒
で
は
、
と
に
か

く
嘘
を
つ
い
て
は
い
貯
な
い
と
す

る
。
一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
の
十
戒

教
の
妄
語
戒
は
、
結
局
の
と
と
ろ

ー
「
努
ガ
目
標
」
に
す
ぎ
な
く
な

る
。
そ
れ
に
対
し
て
十
戒
は
、
と

に
か
く
裁
判
所
で
は
嘘
を
つ
く
な

と
い
う
命
令
だ
か
ら
、
守
ろ
う
と

尽
え
ば
実
行
で
き
る
。
-ぞ
う
や
っ

て
「
本
当
の
と
と
を
言
う
特
別
な

場
所
」
を
作
り
出
し
、
言
葉
を
正

ー
確
に
使
っ
て
真
実
に
迫
る
つ
と
い

う
の
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
考
え
方

だ
。
哲
学
や
科
学
は
、
と
の
応
用

な
ふ
う
に
戦
場
の
実
態
に
目
を
つ

一

ぶ
っ
て
い
て
は
、
合
理
的
に
戦
争

一

を
指
揮
で
き
る
わ
貯
が
な
い
。

一

案
の
定
、
日
本
軍
は
敗
れ
て
、

一

解
体
し
た
。
レ
か
し
、
言
葉
を
い

一

じ
く
っ
て
現
実
に
目
を
つ
ぶ
る
キ

一

1
ワ
l
ド
主
義
の
ほ
う
は
、
ま
す

一

ま
す
盛
ん
で
あ
る
。
差
別
を
な
く
一

す
か
わ
り
に
、
差
別
語
狩
り
が
ひ
一

と
り
歩
き
す
る
。
規
制
緩
和
、
ビ
一

ッ
グ
パ
ン
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
一

を
並
べ
る
だ
け
で
、
実
-

e

態
が
ま
し
に
な
っ
た
よ
一

う
に
思
い
込
む
。
こ
う

一

あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う

-

願
望
と
現
実
と
を
、
人

一

び
と
は
ご
っ
ち
ゃ
に
し

一

て
い
る
の
だ
。

一

「
ゆ
と
り
教
育
」
と

N

呪
文
μ

に
だ
ま
さ
れ
ず

社
会
の
現
実
を
見
据
え
よ

い

成
り
立
た
な
い
活
動
で
あ
る
。
と

と
ろ
が
日
本
に
、
も
と
も
と
こ
ん

な
も
の
は
な
か
っ
た
。
明
治
に
な

っ
て
あ
わ
て
て
西
欧
か
ら
一
導
入
し

た
。
だ
が
、
見
ょ
う
見
ま
ね
で
、

な
か
な
か
板
に
つ
か
な
い
。

科
学
や
哲
学
で
は
、
ど
こ
ま
で

言
葉
を
厳
密
に
使
う
か
と
い
-
っ
、

はしづめ・だいさぶろう 1948年、神奈川県

生まれ。東京大学文学部社会学科卒。東京大学
大学院社会学研究科博士課程単位取得退学。学
生時代から構造主義を踏まえた「言語派社会
学」の樹立を目指して執筆を続け、位、言語、

権力を三つの説明原理とする「記号空間論」の
ー構想を展開しつつある。著書に『言語ゲームと社会理論』了仏教の

言説戦略.Jl 11はじめての構造主義.Jl 11性愛論.Jl 11橋爪大三郎の社会
学講義.Jl 11橋爪大三郎の社会学講義・ 2.Jlなど。
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は
、
裁
判
所
の
証
言
台
で
嘘
を
つ

い
て
は
い
り
な
い
と
す
る
。
ち
ょ

っ
と
見
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ほ

う
が
な
ま
ぬ
る
く
思
え
る
。
裁
判

所
の
外
の
趨
は
問
題
に
な
ら
な
い

か
ら
だ
。
だ
が
実
は
、
そ
の
逆
で

あ
る
。
日
常
生
活
に
嘘
は
っ
き
も

の
で
、
無
条
件
に
嘘
を
禁
じ
て
も

守
れ
る
わ
け
が
な
い
ー。
そ
と
で
仏

な
の
で
あ
る
。

こ
の
遣
い
は
、
何
を
意
味
す
る

。か
。
仏
教
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
言
葉

に
し
な
く
て
も
、
本
当
の
己
弁
T
H

法
が
そ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
人

聞
が
嘘
を
つ
い
た
ぐ
ら
い
で
、
そ

れ
は
損
な
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、

嘘
に
も
よ
く
よ
く
の
理
由
が
あ
っ

た
の
だ
る
っ
と
考
え
、
そ
れ
も
真

実
だ
と
是
認
す
る
(
方
便
)
。
↓

芳
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
法
廷
で

の
嘘
(
偽
証
〕
は
神
に
対
す
る
冒

演
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
人
聞
が
真

実
を
語
ら
な
い
限
り
、
人
聞
は
真

実
を
手
に
で
き
な
い
の
だ
。

'
日
本
人
は
、
仏
教
の
テ
キ
ス
ト

で
、
言
葉
遣
い
を
訓
練
し
た
。
そ

の
た
め
、
世
俗
の
社
会
で
言
葉
を

正
確
に
毎
つ
態
度
を
育
て
な
か
っ

た
。
法
廷
で
真
実
を
証
言
し
、
反

論
を
恐
れ
ず
、
自
分
の
正
し
さ
を

証
明
し
て
い
く
流
儀
の
か
わ
り

に
、
た
だ
感
覚
的
に
言
葉
の
正
し

さ
を
信
じ
た
が
る
流
儀
ば
か
り
が

広
が
っ
た
。
乙
う
し
て
は
ひ
と
っ

て
い
る
の
が
「
キ
ー
ワ
ー
ド
(
呪

文
)
主
義
」
で
あ
る
。

言
葉
を
い
じ
く
っ
て

現
実
に
目
を
つ
ぶ
る

も

全
滅
を
玉
砕
、
敗
走
を
転
進
と

言
い
換
え
た
大
本
営
発
表
。
乙
ん

い
う
言
葉
の
欺
踊
性

た
と
文
ば
、
ゆ
と
り
。
ゆ
と
り

と
閉
口
ば
、
誰
で
も
よ
い
乙
と
だ

と
思
う
。
だ
か
ら
公
立
学
校
は
、

基
本
教
科
の
時
聞
を
削
っ
て
「
ゆ

と
り
の
時
間
」
を
設
り
た
。
そ
の

た
め
か
え
っ
て
ゆ
と
り
が
な
く
な

一・
っ
た
と
い
う
冗
談
の
よ
う
な
ζ
と

.
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。

原
点
に
戻
れ
ば
、
ゆ
と
り
の
反

対
は
詰
め
込
み
で
あ
ろ
っ
。
詰
め

込
み
教
育
で
子
ど
も
が
気
の
毒
だ

か
ら
、
ち
ょ
っ
と
息
抜
き
(
ゆ
と

一
り
)
の
時
聞
を
作
っ
て
や
る
。
教

育
の
実
態
に
、
正
面
か
A
両
き
合

一
わ
な
い
後
ろ
向
き
の
発
想
(
対
症

買
法
)
だ
。
詰
め
込
み
教
育
が
い

-
け
な
い
の
な
ら
、
な
ぜ
そ
れ
を
生

み
出
し
た
原
因
を
つ
き
と
め
、
取

り
除
と
う
と
し
な
い
の
か
。
そ
れ

以
前
に
、
詰
め
込
み
教
育
U
惑
を

き
ち
ん
と
証
明
し
た
の
か
。

私
な
ら
こ
う
考
え
る
。
将
来
必

要
な
知
識
(
掛
り
算
の
九
九
み
た

』
い
な
も
の
)
は
、
詰
め
込
み
と
言

わ
れ
よ
う
と
教
、
T
V込
む
。
そ
れ
が

本
人
の
た
め
だ
ろ
っ
。
逆
に
、
必

要
の
な
い
知
識
は
教
え
な
く
て
よ

い
。
詰
め
込
み
自
体
が
問
題
な
の

で
は
な
く
て
、
教
育
内
容
に
メ
リ

ハ
リ
が
な
い
乙
と
。
そ
れ
に
も
か

-
か
わ
ち
ず
、
全
部
覚
え
さ
せ
よ
う

と
す
る
こ
と
が
問
題
な
の
だ
。
そ

う
い
う
検
討
を
な
お
ざ
り
に
し
、

/ 

「
ゆ
と
り
の
時
間
」
が
で
き
て
も

子
ど
も
は
い
い
迷
惑
で
あ
る
。

耳
ざ
わ
り
の
よ
い
言
葉

は

意

味

の

熟

考

を

こ
れ
は
一
例
だ
が
、
社
会
の
現

実
を
正
面
か
ち
見
据
司
え
る
か
わ
り

に
、
耳
ざ
わ
り
の
よ
い
キ
ー
ワ
ー

ド
を
並
べ
て
、
実
態
が
ま
し
に
な

っ
た
と
錯
覚
す
る
。
〈
ん
な
思
い

違
い
に
、
い
ま
の
日
本
は
流
さ
れ

て
い
な
い
だ
る
っ
か
。

言
葉
を
正
確
に
使
お
う
。
言
葉

の
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

な
ん
と
な
く
耳
ざ
わ
り
の
よ
い

言
葉
を
き
い
た
ら
、
そ
れ
が
実
際

に
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
考
え

て
み
る
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
自

分
の
意
思
を
は
っ
き
り
の
ベ
る
。

自
分
の
意
見
が
間
選
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
か
ら
、
反
対
の
意
見

や
論
拠
に
よ
く
注
意
す
る
。
ー
ー

そ
う
い
う
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始

め
る
こ
と
が
、
長
い
自
で
み
て
、

日
本
の
言
論
を
ま
と
も
な
も
の
に

し
、
日
本
の
社
会
を
よ
く
す
る
道

だ
と
信
じ
た
い
。
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者

一
い
つ
も
テ
レ
ピ
や
雑
誌
の
グ
ラ

-ビ
ア
で
、
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。誰
も
が
名
前
を
知
っ
て
い
て
、

若
者
た
ち
の
あ
こ
が
れ
の
的
。
そ

う
い
う
意
味
で
な
ら
、
安
室
奈
美

一
恵
さ
ん
は
確
か
に
ア
イ
ド
ル
だ
。

同
一
け
れ
ど
も
安
室
さ
ん
は
、
ひ
と

昆
一
訪
日
ま
え
、
八
0
年
代
の
い
わ
ゆ
る

一
「
ア
イ
ド
ル
」
た
ち
と
、
ま
る
で

汗
一

選
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

義

一

八

0
年
代
の
ア
イ
ド
ル
た
ち

一
は
、
十
代
後
半
で
デ
ビ
ュ
ー
、
中

一
高
生
(
特
に
男
子
)
の
熱
狂
的
な

E
昌
一
支
持
を
集
め
た
。
当
時
の
ア
イ
ド

ご
一
ル
現
象
を
ひ
と
口
で
言
え
ば
、
「
歌

一
の
な
る
べ
く
下
手
な
、
可
愛
い
女

主
一
の
子
を
見
つ
け
て
、
み
ん
な
で
応

主
一
援
す
る
」
と
い
う
ゲ
i
ム
で
あ
る
。

一
毎
年
の
よ
う
に
数
え
き
れ
な
い
ア

J
一
イ
ド
ル
歌
手
が
現
れ
て
は
、
消
え

チ

一
仁
行
っ
た
。
い
ま
で
も
残
っ
て
い

'一

る
の
は
、
松
田
聖
子
さ
ん
ら
数
人

ゴ
一
こ
す
ぎ
な
い
。

一
ア
イ
ド
ル
現
象

一
は
、
み
ん
な
で
騒
ぐ

A

‘

畠

晶

P

‘

与

一

の

が

目

的

だ

か

ら

、

'

三

玉

』

ヰ

ヨ

J
・

亡

、

一
歌
の
う
ま
い
大
人
の

hコ
一
、

4
E
ノ
」
J
ノ

一

歌

手

は

敬

遠

さ

れ

ノ

二

一

±

-

J

U
一
る
。
ア
イ
ド
ル
は
、

曜
一
舌
足
ら
ず
で
た
ど
た
ど
し
く
話

け

一
し
、
適
当
に
歌
調
や
せ
り
ふ
を
間

日

違
え
、
ま
る
で
自
我
な
ど
な
い
か

凶
の
さ
つ
に
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
な
く

月司

て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
可
愛
い
が
、

2
-歌
も
下
手
だ
し
、
応
援
す
る
し
か

年
な
い
な
あ
。
男
の
子
た
ち
は
そ
う

的
思
う
こ
と
で
、
女
性
に
対
す
る
自

平
分
の
優
位
を
ひ
そ
か
に
確
認
で
き

年

た
。
こ
う
し
て
、
ラ
ジ
オ
を
聴
い

ワ

た
り
、
シ
ン
グ
ル
を
買
っ
た
り
で

9
 

9
 

き
る
、
暇
と
小
銭
(
可
処
分
所
得
)

の
あ
る
中
高
生
た
ち
が
、
日
本
の

音
楽
文
化
の
主
役
に
躍
り
出
た
。

そ
ん
な
ア
イ
ド
ル
が
つ
ぎ
つ
ぎ

消
費
さ
れ
て
い
く
な
か
、
松
田
聖

子
さ
ん
は
、
男
性
よ
り
も
女
性
の

フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
で
、
ア
イ

ド
ル
か
ら
の
脱
皮
に
成
功
し
た
。

彼
女
が
仕
事
を
続
け
、
才
能
を
開

高
さ
せ
て
大
人
の
女
性
に
成
熟
し

て
い
く
様
子
に
、
同
年
代
の
多
く

の
女
性
が
共
感
し
た
。

司'。
司'。

安
室
さ
ん
の
場
合
、
ま
ず
、
歌

が
う
ま
く
、
ス
タ
イ
ル
が
よ
く
、

踊
り
も
う
ま
い
。
そ
し
て
、
十
代

の
女
性
フ
ァ
ン
が
多
い
。
彼
女
の

よ
う
に
な
り
た
い
と
、
ア
ム
ラ
ー

と
呼
ば
れ
る
女
性
た
ち
ま
で
出
現

し
た
。
八
0
年
代
の
ア
イ
ド
ル
の

よ
う
に
、
わ
ざ
と
ら
し
い
振
り
付

け
や
、
子
供
っ
ぽ
い
服
を
あ
て
が

X~ヒ

わ
れ
て
、
言
い
な
り
に
な
っ
た
り

し
な
い
。
沖
縄
か
ら
上
京
、
グ
ル

ー
プ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
も
の
の
ぼ

っ
と
せ
ず
、
そ
れ
で
も
が
ん
ば
っ

し
ん

て
来
た
芯
の
強
さ
(
そ
し
て
、
そ

れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
愛
く
る
し

さ
)
が
、
安
室
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
る
。

安
室
さ
ん
の
魅
力
と
実
力
は
、

才
能
あ
ふ
れ
る
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

.
小
室
哲
哉
氏
と
の
出
会
い
に
よ

っ
て
、
い
か
ん
な
く
引
き
出
さ
れ

た
。
小
室
氏
が
彼
女
の
た
め
に
作

詞
作
曲
し
た
「
C
H
A
S
E
T

H
E
C
H
A
N
C
E」
は
、
ア

ッ
プ
テ
ン
ポ
の
ダ
ン
ス
ミ
ュ
!ジ

σ〉
ヒ

itasas-----.
，.，
，fi!

・11

ッ
ク
で
、
時
代
と
感
応
す
る
、
駆

け
抜
け
る
よ
う
な
焦
爆
感
に
満
ち

て
い
る
。
同
時
代
の
若
い
女
性
の

リ
ア
ル
な
心
情
を
奔
流
の
よ
う
な

ラ
ッ
プ
に
の
せ
て
う
た
う
安
室
さ

ん
は
、
ポ
ス
ト
・
ア
イ
ド
ル
時
代

の
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
。
同
じ
く
「
B

O
D
Y
F
E
E
L
S
E
X
I
 

T
」
も
、

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
打

ち
込
み
ゃ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
と
い
っ

た
メ
カ
ニ
ッ
ク
な
技
術
と
、
安
室

さ
ん
の
し
な
や
か
な
身
体
と
が
調

和
し
た
、
小
室
/
安
室
コ
ン
ビ
の

琴
子
べ
き
第
一
作
だ
っ
た
。
一

連
の
ヒ
ッ
ト
作
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の

妹
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

ゃ
、
マ
ド
ン
ナ
の
系
譜
を
ひ
く
も

の
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

安
室
ソ
ン
グ
の
聴
か
れ
方
も
、

八
0
年
代
と
違
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。九

0
年
代
に
、

C
Dと
カ
ラ
オ

はしづめだいさぶろう

橋爪大三郎ロ
イ

ステージで歌う安室奈美恵さん(米田泰久氏撮影)

80年代アイドルと異質

ン
「自分で歩く」願い映す

ケ
・
ボ
ッ
ク
ス
が
一
般
佑
し
た
。

安
室
さ
ん
の
も
の
を
含
め
、
シ
ン

グ
ル
C
Dに
は
必
ず
と
一
言
っ
て
い

い
ほ
ど
、
カ
ラ
オ
ケ
・

バ
ー
ジ
ョ

ン
が
付
く
よ
う
に
な
っ
た
。
新
譜

が
発
売
に
な
る
や
否
や
、
中
高
生

は
お
目
当
て
の

C
Dを
買
い
求

め
、
自
宅
で
た
っ
ぷ
り
練
習
し
て

か
ら
友
達
と
カ
ラ
オ
ケ
に
出
か
け

る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
こ

一
、
二
年
は
ミ
リ
オ
ン
・
セ
ラ
ー

が
続
出
、
ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
に
異

変
が
起
き
て
い
る
。

司，

司'。
。

小
室
氏
が
出
演
す
る
T
V番
組

「
ア
サ
ヤ
ン
」
に
は
、
予
選
を
勝

ち
接
い
た
女
性
た
ち
が
小
室
氏
の

ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
を
熱
唱
す
る
コ
ー

ナ
ー
が
あ
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
の

「
ス
タ
I
誕
生
」
を
思
わ
せ
る
。

し
か
し
「
ス
タ
1
誕
生
」
が
、
平

凡
な
素
人
娘
が
天
界
の
ス
タ
l
へ

と
駆
け
の
ぼ
る
シ
ン
デ

レ
ラ
物
語
だ
っ
た
の
に

対
し
、
「
ア
サ
ヤ
ン
」

で
は
当
人
も
観
客
も
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
を

楽
し
む
。
ス
タ
ー
も
素

人
も
対
等
で
、
区
別
が
な
い
の
だ
。

「
今
夜
も
ヒ
ッ
パ
レ
」
に
も
、

同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
こ
の
番

組
は
、
歌
手
や
T
Vタ
レ
ン
ト
が
、

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
素
人
の
真
似

を
し
て
騒
ぐ
、
と
い
う
も
の
。
ス

タ
l
/
そ
れ
を
崇
拝
す
る
フ
ァ

ン
、
と
い
う
従
来
の
上
下
関
係
を

ひ
っ
く
り
返
し
た
画
期
的
な
番
組

だ
。
視
聴
者
か
ら
見
れ
ば
、
プ
ロ

の
歌
手
も
自
分
た
ち
と
同
じ
だ
な

あ
、
と
な
る
。
安
室
さ
ん
が
こ
の

番
組
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
し
て
い

る
の
は
象
徴
的
だ
。
な
ぜ
な
ら
、

「
安
室
さ
ん
は
、
才
能
が
あ
っ
て

か
つ
こ
う
い
い
」
×
「
安
室
さ
ん

も
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
る
」

↓
「
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
自
分
た

ち
も
安
室
さ
ん
の
よ
う
に
、
才
能

が
あ
っ
て
か
つ
こ
う
い
い
」
と
い

う
三
段
論
法
(
?
)
を
、
人
び
と

に
信
じ
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
か
ら
一

で

あ

る

。

一

バ
ブ
ル
の
八
0
年
代
を
は
し
ゃ
一

い
だ
「
ギ
ャ
ル
」
た
ち
は
、
後
続

-

の
世
代
を
「
コ
ギ
ャ
ル
」
と
見
下

し
た
。
だ
が
見
下
さ
れ
た
彼
女
た

ち
は
、
「
安
室
奈
美
恵
」
と
い
う

等
身
大
の
理
想
像
を
見
つ
け
だ
し

た
。
そ
こ
に
は
、
男
性
の
言
う
な

り
に
な
る
の
で
な
く
、
自
立
し
て

自
分
の
足
で
歩
い
て
い
き
た
い
と

い
う
、
彼
女
ら
の
思
い
が
こ
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
だ
あ
い
ま

い
な
夢
か
も
し
れ
な
い
が
、
時
代

が
そ
ち
ら
に
流
れ
て
い
く
の
を
押

し
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う

だ。
東
京
工
業
大
学
教
擾
・
社
会
学

一
九
四
八
年
神
奈
川
県
生
ま

一

れ
。
現
代
の
多
様
な
問
題
に
果
敢

一

に
切
り
こ
む
論
客
と
し
て
知
ら
れ

る
。
著
書
に
「
橋
爪
大
三
郎
の
社

会
学
講
義
」
「
性
愛
論
」
な
ど
。



一一一一一一一
月曜日1997年(平成9年)3月17日厚司

セ

厚司実斤

J韓;

Eヨ

: 

;寵暗;

写三月

と
問
題
に
な
っ
た
が
、

ζ
れ
は
誤
差
の
範
囲
.
後
進
国
の
や
り
方
で
、
時
代
遅
れ
だ
。
希
望

内
。
入
試
の
占
め
る
比
重
が
大
き
す
吉
る
か

e

す
れ
ば
全
員
が
大
学
に
「
よ
れ
ば
よ
い
。
:
『

ら
、
公
平
で
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
議
論
，，

全
国
一
斉
の
入
学
試
験
(
共
通
一
次
、
セ

に
な
る
。
そ
れ
よ
り
も
入
試
に
か
わ
る
学
カ
ン
タ
ー
試
験
)
の
お
か
げ
で
、
偏
差
値
が
ひ

評
価
の
方
法
そ
つ
く
る
方
向
に
、
‘世
の
中
が
と
り
歩
を
し
始
め
た
。
入
学
者
選
援
の
方
法

動
く
と
と
が
大
切
だ
。
そ
も
そ
も
入
試
で
人
を
ば
ら
ば
ら
に
す
れ
ば
、
偏
差
値
な
ど
意
味

数
を
絞
る
の
は
、
教
育
機
会
の
乏
し
か
っ
た

引
を
な
さ
な
く
な
る
J

~〕
一

;・

親
が
学
校
の

〆

Z
!
i
Z司
弘
司

2
2
E
I
ドじ
.一:・

4

ゴ
ラ
ン
ド
に
ζ

、-
w
iメ
ノ
.
圭
跡
医
陽
一
民
間

υ
E
i
v
q

だ
わ
る
の
は
、

伝
統
社
会
が
壊

I
l
l
i
-
-
-
-
J
.

-
れ
、
家
業
が
解
体
し
-
た
か
ら
だ
。
昔
は
学
校

東

京

工

業

大

教

授

一

廓

ぐ

-

一
ど
関
係
な
く
、
農
家
は
農
業
、
商
家
は
商
業

ー

:

'
1

1

4

1
j

a
i
l

拘

ぬ

，.
一。
と
、
親
の
職
業
そ
継
い
で
い
た
。
と
こ
ろ

員
。象
品
一
が
都
市
佑
が
進
み
げ
大
学
進
学
率
が
急
十
一

特

錫

一組
一
昇
し
、
大
学
広
行
け
ば
、
新
心
い
タ
イ
プ

大
社
職
一

，の
仕
事
に
つ
り
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヲ
ラ

…

一長
崎
一
ン
ド
校
広
行
吋
ば
、
い
い
乞
が
あ
り
そ
う

廃
件
か
一
だ
:
:
:
。
そ
ん
な
錯
覚
民
、
入
々
が
踊
ら
さ

大
事
昨
一
れ
て
い
る
。

立
ム

9
一

国
ウ
一
。
一
こ
れ
も
過
渡
的
な
現
象
だ
ろ
う
。
い
ま
の

、

オ
い
一
よ
う
な
大
学
入
試
が
な
く
な
れ
ば
、
-中
学
、

者
。
多
一

学
論
も
一
高
校
の
受
験
競
争
も
様
変
わ
り
と
な
る
。
希

，

強
精
練
一
望
者
は
全
員
入
学
で
き
る
か
わ
り
に
、
学
位

止
る
一
そ
と
る
の
が
難
し
い
と
い
う
形
で
ム
競
争
の

場
を
大
学
や
大
学
院
に
移
す
べ
き
で
あ
る
。

、-

火曜日1997年(平成9年)1 1月4日吉
田
〉
三
口
口
問
お
ま
ま
ま

30
』一

前
刊
号

-CS・M
・
-
口
湖
ヨ
ヨ
・
円
ゴ
盟
国
当
理

『〉同国〉言。
E
N
芹
ゆ
山
判
H
U
A
斗
U
N
U
J

小
0

』

-呂田
-
M

・

5
鴻

3
E
-
-言
盤
田
型
車

l
l

故
時
ミ

識
国
u
庁
川
窃

『
叫
到
、
lhB作

洋
ゆ
岨
叫
酢
』

同
曽
根
域
同
唱
・
呂
田
日
新

橋
爪
大
三
郎
さ
ん

浪現タ 害の験つ冒だ ・
人悦 1今こ差」ても 。大 入学試験の季節が間もなく終わる。今年は、大学入試センター試
がに試回のそとおよ現学
不比験のう争しり芝在入 験で現役と浪入の格差が社会問題となり、有名私立小入学をめぐる

梨さ忍主委主義ギ畿自宅 :詐欺事件が世間を騒がせた。入試をめぐる社会の関心は高い。学歴

い競す来し閤ン 偏重の社会や過度の受験競争のあり方が問題とされる中、入試制度
。争べはた内タ
試き高か容 l もまた問い直されている。入試はどうあるべきなのか、識者や読者

墜お霊z空議 とともに考える。
Lと。業み高は
警そのる校廃

れ「もで止
のそ資のどす
は数格にのベ
有点試な税き

実斤Eヨ写y=f

部
酒
U

庁
川
窃

J
帥
神
都
』

雌
待
域
同
町
・

5
8
h明

斗
ロ
執

l
パ・晶
J

F

」
'
対
婦
苫
浅
S

中
森
山
明
伸
持
母
品
叩

L

憎
い合
計
FHm叫」副一

-s

-
H引
制
刷
A
h
岬

M
A
3
4恥
ぜ
か
い
代
'
「
尚

治
前
想
世
」
一
科
事
情
忠
岡
b
h

遡
附
苫
鵠
口
判
官
情
仙
台
汁
い
作
H
S

同
社
湘
ー
の
恥
町
山
V

い
代
常
代
M
d
a
b
N
u
b
，

-
い
似
合
印
。
山
明

F
h
H
石川
M
H
仰い

U

円ト

3
塑
楠
-
H
M叫
M
N
a叫
が
n
寸
イ
'

醇
矧
4

砂
州
問

ssw叩
y
b
d
当
叫
禄

g内

議
um併
含

山
v・
「
博
凶
押
し
時

3
0
n
3
f

s
g渦

A
h
視‘

E
H山'一
抽
船
体
mu
戸

汁
〉
汁
J
」
-
い
討
J

「
斗
8
q〉

la
・

ざ
斗
戸
斗
U
斗
戸
市
岡
阿
こ
株
ハ
時
羽
-
H

「
川
閥
、
!
?
」

S
m
u庁
台
弱
体

S

軒

d
A
h
p
S
円
「
パ
判
肘
「
パ
と

か
@
時
調

S
nす
(
V
品
即
位
斗
ロ
ベ
q
u

U

刊を
u

尽き
4
3
nサパ・
3
L
f仰

や
廷
内
哨
含
0
・
「
汁
社
内
J

パ
U
何事

礼

u
h
酬
帥
醐
市
神
世
嗣
斗
山
V

S

パA
U
R
A
h
「

d-

p，「
ud回
同
行
川
帥
酬
い

4
u
d
h
w森
市

憾
世
間
斗
占
V

S

た
・
対
地
明
-
H
1
u
.
4
7

ウマド
W
4
Y
S

「叫号、
l

h
v」

S
ぬ
出
抽
一
行
湾
管
「
‘
u
d
'

町
哨

-
v
-
い
ロ
コ
!
?
也
子
1
4
Y
S泌

同
開
勘
帰
路
週
叫
が
い
代
ペ
・
'
山附
λv

商
社
代
「

J
汁
芹
助
飛
通
旧
世

3
川

蹴
3
回
同
こ

M
H
J
A町
温
伊
社
A
H
4‘
山

v

・

亡
す
§
山
V

「
州
制
部
き
知
回
」

3

込
h
m
A咋
「

'
J
h判
〈
国
同
ご
し

f
合
汁
伊

3~H
「
ペ
長
自
q
V
1
毒
A
リ
沙
デ



しア千j)厚罰

私
は
リ
ア
リ
ズ
ム
が
政
治
や
外
交
の
基

本
だ
と
考
え
る
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直

し
の
場
合
で
も
大
事
だ
と
思
う
。

日
本
国
民
の
多
く
は
、
安
保
そ
め
ぐ
る

現
状
に
満
足
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
新

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
現
状
の
変
更
で
す
。
安

保
条
約
は
そ
の
ま
ま
で
も
、
い
ざ
と
い
う

場
合
に
米
軍
と
自
衛
隊
が
ど
う
行
動
す
る

か
の
大
枠
が
変
他
し
た
の
で
す
。

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
朝
鮮
半
島
の
有

事
に
備
え
る
た
め
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
安
保
が
生
き
延
び
る
た

め
の
仮
の
姿
で
す
。
な
ぜ
な
ら
朝
鮮
民
主

主
義
人
民
共
和
国
(
北
朝
鮮
)
の
脅
威
は

い
つ
ま
で
も
続
か
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
と

っ
て
、
ー
よ
り
長
期
的
な
仮
怨
敵
は
中
国
。

政
治
・
経
済
・
軍
事
大
固
と
し
て
台
頭
し

つ
つ
あ
る
中
国
を
様
々
な
手
段
で
け
ん
制

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ひ
と
つ
が

軍
事
力
で
す
。

実斤Eヨ毛主用木曜日

台
湾
こ
そ
「周
辺
有
事」

1997年 (平成9年)10月2日

だ
か
ら
開
辺
有
事
が
台
湾
そ
合
む
か
、

で
は
な
く
て
、
台
湾
こ
そ
開
辺
有
事
。
ア

メ
リ
カ
が
台
湾
を
放
棄
す
る
こ
と
は
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
上
も
有
り
得
な
い
。
ア
メ
リ
カ

と
ま
だ
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

中
国
の
人
々
は
切
実
に
近
代
佑
を
望
ん

で
い
る
し
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
止
め
ら

れ
な
い
。
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と
戦
争
し
て

自
由
と
民
主
主
義
に
つ
ば
を
吐
き
、
中
国

の
自
立
の
希
望
を
踏
み
に
じ
っ
て
さ
ん
ざ

ん
戦
争
し
た
と
い
う
歴
史
的
な
経
緯
が
あ

る
。
米
中
対
立
に
関
し
て
何
の
ス
タ
ン
ス

も
質
任
も
と
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
思
想

的
に
と
て
も
ま
ず
い
と
思
う
。

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
の
は
要
す
る

に
戦
争
準
備
で
す
ね
。
日
本
の
戦
後
体
制

は
戦
争
そ
し
な
い
と
い
う
建
前
で
作
つ
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
閣
内
法
に
な
じ
ま
せ

る
の
は
苦
し
い
。
自
衛
隊
は
軍
で
な
く
、

集
団
的
自
衛
権
も
行
使
し
な
い
。
そ
こ

で
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
伴
っ
て
関
連
法

規
を
改
正
し
、
自
術
隊
が
も
う
少
し
軍
隊

に
近
い
存
在
と
し
て
国
内
外
で
行
動
で
を

る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

一
番
す
っ
き
り
す
る
の
は
、
癌
法
を
改

正
し
て
自
衛
隊
を
軍
と
認

r-
、
、
ノ
ヨ
ー
、
+
弘
コ
司
ヨ
牛
J

J

d

U
め
、
集
団
的
自
衛
権
を
認

E
目
掴
司

E
T
E
F一
-
E
，EA

圃

C
E噌
目
守

EE--守

E=
圃

T
，F円
t
E
F
F
H
μ

め
る
こ
と
だ
と
思
う
。
た

、フ
f
u
x
A・・

f
し
I
l
E
F
E
-
-
d
'
a
n
だ
し
そ
れ
に
は
、
シ
ピ
リ

云
一
明
D
L巴
幾
こ
豊
庸
を
転
車

4
E寸

4f+正
J
f
-
v
d
I
Jゐ
b
i
t
-
、Z
L
E
U
-イ

の

正

確

な

知

識

を

園

長

持
っ
て
い
な
い
と
心
阻

だ。

ζ
の
条
件
は
必
ず
し
も
満
た
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
、
態
法
は
現
状
の
ま
ま
、
米

軍
の
後
か
ら
付
い
て
い
く
の
が
分
相
応
か

も
し
れ
な
い
。

戦
争
の
作
戦
(
い
ざ
と
な
っ
た
ら
ど
う

す
る
か
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
)
と
、
実
際
に
戦

争
し
よ
う
と
い
う
意
思
決
定
と
は
全
く
別

で
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
人
は
、
作
戦
計
画

を
立
て
る
と
軍
人
は
戦
争
が
し
た
く
な
る

と
い
う
「
ず
る
ず
る
論
」
を
恐
れ
て
き

た
グ
大
日
本
帝
国
軍
は
そ
う
だ
つ
た
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
近
代
的
軍
隊
は
そ

髄関饗離韓親翻購
橋爪大三郎氏

社会学者
2 

は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う

一
九
四
八
年
九
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
墓
尽
工

業
大
学
教
授
。
性

・
言
語
・
権
力
を
原
理
と
し
た
社
会
学
を
構
想
し
て
研
兜
活

動
を
始
め
、
オ
ウ
ム
問
題
な
ど
で
論
壇
で
も
活
躍
。
中
国
に
も
関
心
が
深
く
、

著
雷
に
『
極
健
|
|
激
動
中
国
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
l
』
、
訳
瞥
に
『
中
国
官
僚

天
国
』
な
ど
が
あ
る
。
近
著
に
『
橋
爪
大
三
郎
の
社
会
学
講
義
2
』
、
小
林
よ

し
の
り
、
竹
田
青
嗣
氏
と
の
共
著
『
正
義
・
戦
争
・
国
家
論
』
な
ど
。

は
中
国
の
目
の
前
に
ピ
ス
ト
ル
そ
ド
ン
と

置
い
て
対
時
(
た
い
じ
)
し
よ
う
と
し
て
い

る
わ
貯
で
、
日
本
は
そ
の
ピ
ス
ト
ル
だ
。

も
し
台
湾
で
蹟
力
衝
突
か
起
こ
れ
ば
、

戦
争
は
必
至
で
す
。
し
か
し
全
面
戦
争
は

被
害
甚
大
で
す
か
ら
、
思
い
と
ど
ま
る
。

と
な
れ
ば
新
し
い
冷
戦
で
す
が
、
そ
れ
は

ア
メ
リ
カ
に
も
中
園
児
も
畳
惑
の
シ
ナ
リ

オ
で
す
。
そ
の
か
わ
り
に
、
も
し
共
産
中

国
が
民
主
中
固
に
変
わ
れ
ば
、
台
湾
侵
攻

は
な
い
。
な
ら
ば
そ
れ
そ
、
日
本
と
い
う

ピ
ス
ト
ル
そ
ち
ら
つ
か
せ
つ
つ
待
て
ば
よ

中
国
民
主
他
へ
の
地
な
ら
し
と
な
る
の

は
、
生
産
性
が
低
く
赤
字
体
質
の
国
営
企

業
の
整
理
で
す
。
そ
の
た
め
の
道
筋
は
、

株
式
制
度
の
導
入
で
見
通
し
が
つ
い
た
。

ま
た
、
農
村
の
政
治
的
民
主
佑
が
進
ん
で

い
て
、
複
数
の
候
補
者
か
ら
村
長
を
選
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
流
に
言
ろ

と
、
下
部
構
造
の
市
場
経
済
が
発
展
す
れ

ば
、
共
産
党
独
裁
と
い
う
上
部
構
造
と
の

矛
盾
が
深
ま
り
、
民
主
化
に
移
行
す
る
。

し
か
し
危
機
は
、
上
部
構
造
が
変
他
す
る

ま
さ
に
そ
の
瞬
間
に
訪
れ
る
わ
け
で
、
そ

の
際
、
軍
事
的
使
勢
を
維
持
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
だ
。
と
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
考
え

る
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
射
程
だ
と
思

う。

止
め
ら
れ
な
い
近
代
化

危
機
そ
乗
り
切
っ
て
中
国
が
民
主
他
さ

れ
た
ら
、
米
中
安
全
保
障
条
約
が
恐
ら
く

最
催
先
課
題
に
な
る
。
同
時
に
日
米
安
保

は
用
済
み
で
す
。
だ
か
ら
新
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
米
中
安
保
そ
確
保
す
る
た
め
の
捨
て

う
で
は
な
い
ん
だ
J

ほ
t
w
J」の
作
戦
計

画
は
実
行
さ
れ
ず
、
実
行
さ
れ
る
場
合

も
、
国
家
の
意
思
決
定
者
が
そ
れ
は
国
益

に
な
る
と
考
え
た
場
合
の
み
で
す
。
だ
か

ら
戦
争
は
実
は
極
め
て
起
こ
り
に
く
い
。

ア
メ
リ
カ
が
戦
争
の
常
習
犯
と
考
え
る

の
は
、
透
明
度
が
低
い
の
に
高
度
に
産
業

他
を
遂
げ
た
因
。
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
や
戦
前

の
日
本
が
典
型
で
す
。
だ
か
ち
、
日
本
が

十
分
に
民
主
的
で
あ
り
、
当
事
者
能
力
を

備
え
、
戦
争
の
可
簡
性
と
危
険
性
を
理
解

し
て
い
れ
ば
、
軍
備
自
体
は
貯
ま
り
危
険

で
な
い
。

し
か
し
、
と
れ
だ
け
の
装
備
、

人
員
そ
備
え
た
自
衛
隊
そ
す
で
に
持
つ
国

家
に
し
て
は
、
日
本
は
あ
ま
り
に
意
思
決

定
能
力
が
な
い
。

無
関
心
が
じ
れ
っ
た
い

ま
た
、
日
本
人
の
感
情
や
考
え
方
も
近

代
市
民
的
で
な
い
。
日
本
で
は
公
的
な
こ

と
が
ら
が
、
国
家
へ
の
服
従
に
わ
い
小
佑

さ
れ
、
軍
や
外
交
の
問
題
と
は
無
関
係
で

あ
る
ほ
う
が
い
い
、
と
い
う
態
度
が
広
ま
。

っ
て
い
る
。
軍
が
な
甘
れ
ば
い
い
と
だ
り

考
え
て
い
る
。
本
来
、
国
家
に
ま
ず
い
点

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
そ
作
り
直
そ
う
と
す
る

の
が
市
民
で
し
ょ
う
。
で
も
今
の
日
本
で

は
、
国
家
に
反
対
す
る
人
は
い
て
も
、
国

家
を
支
え
よ
う
と
す
る
人
は
い
な
い
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
問
題
も
、
そ
の
へ
ん

を
ほ
お
か
む
り
し
な
が
ら
、
専
門
家
で
あ

る
米
軍
と
自
衛
隊
が
賀
任
持
っ
て
や
る
そ

う
だ
か
ら
、
わ
れ
関
せ
ず
で
よ
ろ
し
い
、

と
み
ん
な
考
え
て
い
る
と
す
る
と
、
非
常

に
向
か
ゆ
く
、
じ
れ
っ
た
い
。
政
府
も
、

説
明
の
た
め
に
言
う
と
と
と
内
心
と
の
聞

は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
て
、
率
直
に
語
れ
て

い
な
い
。
国
民
そ
ま
ず
信
じ
、
本
当
の
と

ζ
ろ
を
話
す
努
力
を
す
べ
き
だ
。
そ
れ
が

出
発
点
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

(
聞
き
手
・
構
成
H
村
山

正
司
)



〈日本アイドル史〉
<1960年代後半 前史>
中尾ミエ、伊東ゆかり、固まりの「三人

娘」が全慮。ザ・タイガースやザ・テンプタ
ーズなどグループサウンズが登場。
<70年代前半 繋明(れいめい)期>
小柳ルミ子、南沙織、天地真理の「アイド

ル三人娘Jがテ‘ビュー。男性アイドルも野口
五郎、郷ひろみ、西城秀樹の「新御三家Jが
登場。

<70年代後半 発展期>
71年に始まった「スター誕生」から生まれ

た森昌子、桜田淳子、山口百恵が活躍。キャ
ンディーズ、ピンク・レディ ーも登場。

<80年代前半 黄金期>ー
80年の山口百恵の引退でアイドルの危機が

訪れるが、松田聖子、田原俊彦らがデ、ビ、ユ

<80年代後半 転換期>

85年スタートの「タやけニャンニャンJか
らおニャン子クラブ、がデ‘ビ、ユー。おニャン子

以降、特に女性アイドルは次第に不振に。

<90年代前半 低迷期>
バンドブームの一方で歌番組が減る。アイ

ドル低迷。

<90年代後半再生期>

SMAPが人気。男性の支持も多いのが特

徴。安室奈美恵も同様で向性の支待受ける。

SPEEDもその路線を行く。
( If'知恵蔵J97年版、稲i曽龍夫著『アイド

ル盛衰記』から作成)

臨
時
銭
怒

ι大
人
同
時
イ
ヤ

「スピ
i
ド
」
一
棟
纏
撃

匡罰

司も

~斤Eヨ君主用

聴
い
て
い
る
と

元
気
が
出
る
歌

木曜日

ス
ピ
ー
ド
の
メ
ン
バ
ー
は
、

抑
縄
出
身
の
新
垣
仁
絵
、
今
井

絵
理
子
、
烏
袋
克
子
、
上
原
多

香
子
の
四
人
。
愚
新
流
行
の
ヒ

ッ
プ
ホ
ッ
プ
で
歌
っ
て
踊
る
。

安
室
奈
美
恵
や
M
A
Xら
も
所

属
す
る
ラ
イ
ジ
ン
グ
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
の
平
哲
夫
社
長
が
、
五

年
ほ
ど
前
に
抑
制
ア
ク
タ
ー
ズ

ス
ク
ー
ル
で
見
つ
け
、
デ
ビ
ュ

ー
の
時
期
を
見
計
ら
っ
て
い

た
。
一
昨
年
秋
か
ら
、
臼
本
テ

レ
ビ
系
の
首
楽
番
組
「
T
H
E

夜
も
ヒ
ッ
パ
レ
」
に
無
名
の

ま
ま
で
登
場
。
グ
ル
ー
プ
名
は

こ
の
番
組
で
の
公
務
か
ら
生
ま

れ
た
。五

月
に
出
し
た
初
の
ア
ル
バ

ム
「
∞
門
田
H
A
-
コ
問
。
〈
叩
円
(
ス

タ
1
テ
ィ
ン
グ

・
オ
ー
バ

ー
)
」
は
す
で
に
二
百
万
枚
が

売
れ
る
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
。
口
っ
て
い
る
の
は
、
小

1997年 (平成9年)7月3日

中
学
生
か
ら
高
校
生
で
約
八
割

を
占
め
、
う
ち
半
数
以
上
が
女

性
だ
と
い
う
。

C
M
や
雑
誌
の

特
集
で
も
ひ
っ
ぱ
り
だ
と
で
、

雑
誌
の
特
集
だ
付
で
も
表
紙
を

合
め
る
と
五
月
は
二
十
件
以

上
、
C
Mも
五
社
の
も
の
に
出

演
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
の
女
性
フ
ァ
ン
、

特
に
女
子
中
高
生
は
「
踊
り
が

す
ご
く
て
、
歌
が
う
ま
い
」

「
歌
を
聴
い
て
い
る
と
、
元
気

が
出
る
」
と
口
々
に
話
す
。
自

立
し
た
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
で
み

て
い
る
。

六
月
中
旬
の
「
T
H
E
夜

も
ヒ
ッ
パ
レ
」
の
制
作
現
場
で

も
、
四
人
は
流
れ
る
リ
ズ
ム
に

体
そ
一
乗
せ
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り

し
、
屈
託
な
く
笑
っ
て
い
た
。

待
ち
時
間
の
彼
女
た
ち
は
普
通

の
中
高
生
と
変
わ
り
な
い
が
、

い
ざ
出
容
と
な
る
と
感
じ
は
一

変
し
た
。

「
ふ
だ
ん
は
子
ど
も
な
ん
だ

け
ど
、
歌
っ
て
断
り
は
じ
め
た

と
た
ん
に
大
人
び
て
み
え
て
く

る
。
そ
れ
が
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ

に
は
な
い
新
し
さ
だ
」
と
、

番

組
の
チ
l
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

渡
辺
弘
さ
ん
。

デ
ビ
ュ
ー
前
の

ビ
デ
オ
を
初
め

て
見
た
と
き
、

「
十
六
ビ
1
ト

が
体
に
し
み
つ
い
て
い
る
感
じ

だ
っ
た
」
と
も
い
う
。

「
最
近
の
女
性
は
自
己
表
現

の
し
っ
か
り
し
て
い
る
向
性
に

平
均
年
齢
十
四
歳
の
つ
一
ュ

1
ア
イ
ド
ル
」
が
埼
ひ
出
し

た
。
少
女
四
人
の
ポ
ッ
プ
ス
グ
ル
ー
プ
「
S
P
E
E
D
(ス

ピ
ー
ド
)
」
だ
。
小
中
学
生
ら
同
世
代
の
少
女
た
ち
の
共
感

そ
集
め
、
歌
に
C
Mに
大
活
躍
し
て
い
る
。
た
ま
と
っ
ち
ゃ

ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
と
い
っ
た
ゲ
l
ム
か
ら
、
プ
リ
ク

ラ
、
ブ
ラ
ン
ド
シ
ュ
ー
ズ
、
ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
な
ど
の
風

俗
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
、
最
近
の
流
行
は
ほ
と
ん
ど
と
の

悦
代
が
発
信
源
。
ト
レ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
の
低
年
齢
他
と
と
も

に
消
費
の
小
中
学
生
市
場
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
ζ
と
を
、

ス
ピ
ー
ド
の
人
気
は
物
語
っ
て
も
い
る
。
(
馬
場
秀
司
)

あ
こ
が
れ
る
」
。
橋
爪
大
三
郎

・
東
京
工
大
教
授
〈
社
会
学
)

年
代
半
は
か
ら
は
向
性
の
支
持

を
得
る
の
が

「ニ

ュ
l
・
ア
イ

ド
ル
」
の
特
色
に

な
っ
た
と
い
う
。

ア
イ
ド
ル
は
焼
似

恋
愛
の
対
象
か

ら
、
同
世
代
に
と

少
女
た
ち
の
夢
先
案
内
人

橋爪大三郎さん

つ
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
対
象
と
な
り
、
ス
ピ
ー
ド
も

そ
の
路
搬
に
い
る
と
み
て
い

る。

の
指
摘
だ
。
一
九
九
0
年
代
の

ア
イ
ド
ル
の
特
色
は
、
「
プ
ロ

意
識
」
が
明
確
に
出
て
い
る
こ

と
。
「
師
り
が
上
手
で
、
高
音

で
歌
え
、
し
ろ
う
と
で
は
ま
ね

が
し
に
く
い
。
そ
れ
も
歯
を
食

い
し
ば
っ
て
で
は
な
く
、
軽
々

と
こ
な
し
て
い
る
感
じ
が
す
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
」
と
橋
爪

さ

ん

。

そ

れ

は

彼

女

た

ち

が

歌

う

歌

松
田
聖
子
や
安
室
奈
美
恵
、
調
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

広
末
涼
子
ら
へ
の
女
性
た
ち
の
「
の
o
一の
o
一回
目
印
〈
叩
ロ
(
ゴ

共
感
に
も
こ
れ
と
通
じ
る
と
こ

l

・
ゴ

1
・
ヘ
ブ
ン
)
」
で

ろ

が

あ

る

。

は

、

「

味

気

な

い

大

人

に

だ

け

「
ア
イ
ド
ル
工
学
」
な
ど
の
は
な
り
た
く
な
い
」
と
訴
え
、

岬

箸
笛
の
あ
る
稲
増
龍
夫

・
法
政
「
毛
色
宵
ロ
ニ
白
老
印
可
(
ウ

ザ

大
学
教
控
も
、
八
0
年
代
後
半
オ

1
ク
・
デ
ィ
ス
・
ウ
エ

前

か
ら
九
0
年
代
前
半
に
か
け
イ
)
」
で
は
、
「
タ
フ
に
な
ら

v

伊

て
、
ア
イ
ド
ル
は
一
時
、
消
滅
な
を
や
夢
は
つ
か
め
な
い
」
と

一
の
危
機
を
辿
え
た
が
、

S
M
A
主
張
す
る
。
思
春
期
の
悩
み

r
p
人
気
が
ブ
レ
ー
ク
し
た
九
O

や
前
向
を
な
気
持
ち
そ
、
索

百
に
表
現
し
た
も
の
が
目
立

つ。
稲
増
さ
ん
は
「
生
き
方
の
モ

デ
ル
が
な
か
な
か
比
つ
か
ら
な

く
な
っ
で
い
る
時
代
。
少
女
た

私
た
ち
と
閉
じ

普
通
の
女
の
子

「T
H
E
夜
も
ヒ
ッ
パ
レ
」

で
歌
う
ス
ピ
ー
ド
。
左
か
ら
新

垣
仁
絵
、
今
井
絵
理
子
、
島
袋

寛
子
、

上
原
多
香
子
の
四
人

稲増龍夫さん

ち
に
は
と
く
に
そ
う
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
中
で
設
場
し
た
の
が
ス

ピ
ー
ド
。
自
分
た
ち
と
閉
じ
普

通
の
女
の
子
な
の
に
、
び
っ
く

り
す
る
ほ
ど
上
手
に
踊
っ
て
い

る
な
ど
の
点
に
引
か
れ
、
自
分

た
ち
の
生
き
方
に
重
ね
て
み
て

い
る
」
と
い
う
。
大
人
の
世
界

で
の
イ
チ
ロ
l
人
気
と
同
じ
梢

図
だ
。自

分
を
信
じ
て

生
き
て
行
こ
う

ス
ピ
ー
ド
の
デ
ビ
ュ
ー
以

来
、
作
調
・
作
曲
そ
し
て
き
た

伊
秩
弘
将
さ
ん
は

「自
分
た
ち

が
精
い
っ
ぱ
い
や
ろ
う
と
い
う

前
向
を
さ
そ
歌
に
託
し
た
」
と

話
す
。
平
社
長
も

「悩
み
多
き

世
代
だ
が
、
自
分
を
信
じ
て
生

き
て
い
と
う
よ
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
ぴ
っ
た
り
受
け
た
と

い
う
。

一
一

電
通
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
部
の

一一

竹
中
邦
祐
部
長
に
よ
る
と
、
十

一

年
前
は
O
L
や
女
子
大
生
が
ト

一

レ
ン
ド
そ
リ
ー
ド
し
た
。
し
か
回

し
こ
こ
数
年
で
、

ト
レ
ン
ド
リ

ー
ダ
ー
は
中
学
生
に
な
っ
た
と

い
う
。
こ
の
世
代
か
い
い
と
言

う
も
の
が
売
れ
簡
に
な
っ
て
い

る
。
い
ま
だ
に
手
に
入
り
に
く

い
た
ま
と
っ
ち
が
そ
う
だ
し
、

ア
メ
リ
カ
に
も
進
出
し
た
プ
リ

ク
ラ
も
そ
う
だ
。

彼
女
た
ち
の
出
い
を
一
身
に

受
け
て
、
ス
ピ
ー
ド
の
凹
人
は

今
日
も
淑
い
、
踊
る
。


